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因
　
春
秋
言
天
之
學

天
文
五
行
之
學
、
愈
疏
即
多
中
、
愈
密
即
多
不
中
。
春
秋
時
言
天
者
、
不
過
本

之
分
星
、
合
之
五
行
、
鹸
之
日
食
星
学
之
類
而
巳
。
五
線
之
中
、
但
言
歳
星
、

而
絵
四
星
占
不
之
及
、
何
其
簡
也
。
【
郁
子
日
、
五
星
之
説
自
甘
公
石
公
始
。
】
而

其
所
詳
者
、
往
往
在
於
君
卿
大
夫
言
語
動
作
威
儀
之
間
、
及
人
事
之
治
乱
敬
怠
。

故
其
説
也
易
知
、
而
其
験
也
不
爽
。
揚
子
法
吉
日
、
史
以
天
占
人
、
聖
人
以
人

占
天
。

野
間
　
文
史

あ
た

天
文
・
五
行
の
學
は
、
愈
い
よ
疏
な
れ
ば
即
ち
中
る
こ
と
多
く
、
愈
い
よ
密
な

れ
ば
即
ち
中
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。
春
秋
の
時
に
天
を
言
ふ
者
は
、
之
を
分
星
〔
①
〕

に
本
づ
け
、
之
を
五
行
〔
②
〕
に
合
し
、
之
を
日
食
〔
③
〕
・
星
李
〔
④
】
の
類
に

験
す
る
の
み
。
五
線
の
中
に
も
、
位
だ
歳
星
〔
⑤
〕
を
言
ふ
の
み
に
し
て
、
徐

の
四
星
の
占
は
之
に
及
ば
ず
。
何
ぞ
其
れ
簡
な
る
や
。
【
郁
子
〔
⑥
〕
日
は
く
「
五

星
の
説
は
甘
公
・
石
公
よ
り
始
ま
る
」
と
。
】
而
し
て
其
の
詳
ら
か
に
す
る
所
の
者

は
、
往
往
君
・
卿
・
大
夫
の
言
語
・
動
作
〔
⑦
〕
・
威
儀
の
間
〔
⑧
〕
、
及
び
人

事
の
治
乱
・
敬
怠
〔
⑨
〕
に
在
り
。
故
に
其
の
説
や
知
り
易
く
し
て
、
其
の
験

た
が

や
爽
は
ず
。
揚
子
法
言
〔
⑳
〕
に
日
は
く
　
「
史
は
天
を
以
て
人
を
占
ひ
、
聖
人

は
人
を
以
て
天
を
占
ふ
」
　
と
。

①
分
星
　
　
い
わ
ゆ
る
　
「
分
野
説
」
　
で
あ
る
。
地
上
の
国
と
天
上
の
二
十
八
宿

と
が
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
地
上
を
　
「
分
野
」
、
天
上
を
　
「
分
星
」

と
い
い
、
天
体
の
動
き
と
地
上
の
吉
凶
と
を
対
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

『
左
伝
』
昭
公
十
七
年
に
　
「
冬
、
有
星
章
干
大
辰
、
西
及
漠
。
申
須
日

『
彗
所
以
除
菌
布
新
也
。
天
事
恒
象
。
今
除
於
火
、
火
出
必
布
蔦
。
諸
侯
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共
有
火
災
乎
』
。
梓
傍
目
『
往
年
吉
見
之
、
是
其
徴
也
。
火
出
而
見
。
今

立
火
出
而
章
。
必
火
入
而
伏
。
其
居
火
也
久
臭
。
其
輿
不
然
乎
。
火
出
、

於
夏
鳥
三
月
。
於
南
島
四
月
。
於
周
鳥
五
月
。
夏
敷
得
天
。
若
火
作
、
其

四
國
昔
之
。
在
宋
衛
陳
鄭
平
。
対
、
対
成
功
嘲
也
。
囲
、
.
刻
嘲
召
圃
也
。

矧
、
祝
融
功
感
也
。
皆
火
房
也
。
劃
剖
天
漠
。
漢
、
水
祥
也
。
衛
、
轟
項

之
虚
也
。
故
鳥
帝
丘
。
其
星
鳥
大
火
。
刺
、
刈
之
牡
也
。
其
以
丙
子
若
壬

午
作
乎
。
利
剣
所
以
合
也
。
若
火
入
而
伏
、
必
以
壬
午
。
不
過
其
見
之

月
』
」
と
滴
る
。
ま
た
餌
の
注
①
参
照
。

②
五
行
　
　
①
参
照
。

③
日
食
　
　
昭
公
二
十
一
年
経
「
秋
、
七
月
、
壬
午
朔
、
日
有
食
之
。
八
月
、

乙
亥
、
叔
靴
卒
」

公
開
於
梓
憤
日

の
『
左
伝
』
に
　
「
秋
、
七
月
、
壬
午
朔
、
日
有
食
之
。

『
是
何
物
也
。
禍
福
何
烏
』
。
封
日
『
二
至
二
分
、
日
有

食
之
、
不
烏
災
。

災
。
陽
不
克
也
。

死
。
非
所
異
也
』
。

④
星
章
　
　
『
左
伝
』

不
出
七
年
、
采
、

日
月
之
行
也
、
分
同
道
也
、
至
相
過
也
。
其
他
月
則
烏

故
常
房
水
』
。
於
是
叔
軌
芙
日
食
。
昭
子
日
『
子
叔
絡

八
月
、
叔
糀
卒
」
　
と
あ
る
。

文
公
十
四
年
に
「
有
割
判
入
干
北
斗
。
周
内
史
叔
服
日
、

寮
、
晋
之
君
皆
牌
死
乱
」
　
と
あ
る
。
ま
た
①
参
照
。

⑤
但
言
歳
星
　
　
緯
書
中
に
　
「
歳
星
」
　
の
記
事
は
多
く
、
ま
た
次
の
『
尚
書
考

塞
曜
』
　
(
安
井
・
中
村
『
重
修
繕
書
集
成
』
に
よ
る
)
　
の
例
の
よ
う
に
、
顧
氏

の
　
「
但
だ
歳
星
を
言
ふ
の
み
」
　
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

・
劇
劃
木
精
、
焚
惑
火
精
、
鋭
星
土
精
、
太
白
金
精
、
辰
星
水
精
也
。

・
剖
刻
得
度
、
五
穀
撃
。
焚
惑
順
行
、
甘
雨
時
。
銀
星
得
度
、
地
無
災
。
太

白
出
入
昔
、
五
穀
成
熟
、
人
民
昌
。

⑥
郁
子
.
郡
康
節
『
皇
極
超
世
事
』
観
物
篇
巻
九
に
見
え
る
。

⑦
言
語
・
動
作
　
　
『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
に
「
草
子
合
韓
宣
子
干
威
。
楓
刊

司
樹
。
叔
向
日
『
草
子
其
絡
死
乎
。
朝
有
著
定
、
含
有
表
、
衣
有
槍
、
帯

有
結
l
。
合
朝
之
言
、
必
聞
干
表
著
之
位
、
所
以
昭
事
序
也
。
視
不
l
刺
繍
樹

朝
刊
、
痢
別
珊
瑚
劉
也
。
言
以
命
之
、
容
貌
以
明
之
。
失
則
有
閑
。
今
軍

子
房
王
官
伯
而
命
事
於
合
。
楓
利
功
利
、
司
刊
判
例
、
劉
刊
瑚
嘲
、
瑚
司

利
昭
剣
。
不
道
・
不
共
・
不
昭
・
不
従
、
無
守
気
臭
』
」
と
あ
る
。

⑧
威
儀
　
　
『
左
伝
』
轟
公
三
十
一
年
に
　
「
衛
侯
在
楚
。
北
宮
文
子
見
令
芦
園

之
威
儀
、
言
於
衛
侯
日
『
令
芦
似
君
臭
。
絡
有
他
志
。
錐
獲
其
志
、
不
能

終
也
。
詩
云
、
靡
不
有
初
、
鮮
克
有
終
。
終
之
賞
難
。
令
芦
其
絡
不
免
』
。

公
日
『
子
何
以
知
之
』
。
封
日
『
詩
云
、
敬
悌
威
儀
、
惟
民
之
則
。
令
芦

無
威
儀
、
民
無
則
蔦
。
民
所
不
則
、
以
在
民
上
、
不
可
以
終
』
」
と
あ
る
。

⑨
治
乱
・
敬
怠
　
　
人
物
の
敬
息
の
態
度
が
治
乱
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
記
事
は

『
左
伝
』
中
に
多
く
見
ら
れ
る
。

・
宣
公
十
五
年
「
晋
侯
使
超
同
猷
秋
停
干
周
、
不
敬
。
劉
康
公
日
『
不
及
十

年
、
原
叔
必
有
大
谷
。
天
奪
之
塊
臭
』
」

・
嚢
公
二
十
一
年
「
合
於
商
任
、
錮
欒
氏
也
。
賓
侯
・
衛
侯
不
敬
。
叔
向
日

『
二
君
者
必
不
免
。
合
朝
、
穏
之
脛
也
。
種
、
政
之
輿
也
。
政
、
身
之
守

也
。
怠
輿
失
政
。
失
政
、
不
立
、
是
以
計
也
』
」
。

・
裏
公
二
十
八
年
「
鳥
宋
之
盟
故
、
公
及
宋
公
・
陳
侯
・
鄭
伯
・
許
男
如
楚
。

鄭
伯
不
在
。
伯
有
蓮
努
於
黄
崖
。
不
敬
。
穆
叔
日
、
伯
有
無
戻
於
鄭
。
鄭

必
有
大
谷
。
敬
、
民
之
主
也
。
而
棄
之
、
何
以
承
守
。
鄭
人
不
討
、
必
受

其
事
。
清
澤
之
阿
、
行
波
之
萌
藻
、
寅
諸
宗
室
、
季
蘭
戸
之
、
敬
也
。
敬

可
棄
乎
」
。

・
蛮
公
三
十
一
年
「
冬
、
十
月
、
腺
成
公
衆
合
葬
、
惰
而
多
沸
。
子
服
憲
伯
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日
『
膿
君
絡
死
臭
。
怠
於
其
位
、
而
哀
巳
甚
、
兆
於
死
所
臭
、
能
無
従

乎
』
」
。

⑳
揚
子
法
言
　
後
漠
・
揚
雄
『
法
言
』
巻
六
・
五
百
篇
　
「
或
間
聖
人
占
天
平
。

日
占
天
地
。
若
此
則
史
也
、
何
異
。
日
史
以
天
占
人
、
聖
人
以
人
占
天
」
。

団
　
左
氏
不
必
重
信

昔
入
所
言
興
亡
禍
福
之
故
、
不
必
轟
験
。
左
氏
但
記
其
信
而
有
徴
者
爾
、
而
亦

不
轟
信
也
。
三
良
殉
死
、
君
子
是
以
知
秦
之
不
復
東
征
。
至
於
孝
公
而
天
子
致

伯
、
諸
侯
畢
賀
、
其
後
始
皇
遂
井
天
下
。
.
季
札
聞
賓
風
以
島
国
未
可
量
。
乃
不

久
而
纂
於
陳
氏
。
聞
鄭
風
以
鳥
其
先
亡
平
。
而
鄭
至
三
家
分
晋
之
後
、
始
滅
於

韓
。
渾
竿
言
、
姫
在
列
者
、
察
及
曹
膿
其
先
亡
乎
。
両
膝
滅
於
宋
王
堰
、
在
諸

姫
島
最
後
。
億
三
十
一
年
、
秋
園
衛
。
衛
遷
於
帝
丘
、
卜
日
三
百
年
。
而
衛
至

秦
二
世
元
年
始
塵
、
歴
四
百
二
十
一
年
。
是
左
氏
所
記
之
言
、
亦
不
義
信
也
。

こ
と

昔
人
の
言
ふ
所
の
興
亡
・
禍
福
の
故
は
、
必
ず
し
も
轟
く
は
験
あ
ら
ず
。
左

氏
は
但
だ
其
の
　
「
信
に
し
て
徴
有
る
〔
①
ご
者
を
記
す
る
の
み
に
し
て
、
亦
た

こ
こ

轟
く
は
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
三
良
の
殉
死
〔
②
〕
す
る
や
、
「
君
子
は
是
を
以
て
秦

烏
す
。
億
三
十
一
年
〔
⑥
)
、
秋
、
衛
を
囲
み
、
衛
は
帝
丘
に
遜
る
。
卜
し
て
日

は
く
「
三
百
年
」
　
と
。
而
る
に
衛
は
秦
二
世
元
年
に
至
り
て
始
め
て
腰
せ
ら
れ
、

四
百
二
十
一
年
を
歴
た
り
。
走
れ
左
氏
の
記
す
る
所
の
言
は
、
亦
た
轟
く
は
信

な
ら
ざ
る
な
り
。

①
信
而
有
徴
　
　
『
左
伝
』
昭
公
八
年
に
叔
向
の
言
葉
と
し
て
、
「
子
野
之
言
、

の
復
た
東
征
せ
ざ
る
を
知
る
」
。
孝
公
に
至
り
て
、

あ

く
賀
し
、
其
の
後
始
皇
遂
に
天
下
を
井
は
す
。

は
か

以
鳥
へ
ら
く
　
「
国
は
未
だ
量
る
べ
か
ら
ず
」
　
と
。

う
ば

に
纂
は
る
。
鄭
風
を
聞
き
て
〔
④
】
以
鳥
へ
ら
く

而
る
に
鄭
は
三
家
の
晋
を
分
つ
の
後
に
至
り
て
、

こ
と
ご
と

天
子
伯
を
致
し
、
諸
侯
畢

季
札
は
奔
風
を
聞
き
て
〔
③
〕

乃
ち
久
し
か
ら
ず
し
て
陳
氏

「
其
れ
先
づ
亡
ぴ
ん
か
」
　
と
。

始
め
て
韓
に
滅
ぼ
さ
る
。
渾

竿
〔
⑤
二
言
ふ
　
「
姫
の
列
に
在
る
者
、
茶
及
び
曹
・
膝
は
其
れ
先
づ
亡
ぴ
ん

か
」
　
と
。
而
る
に
膝
の
宋
王
値
に
滅
ぼ
さ
る
る
は
、
諸
姫
に
在
り
て
は
最
後
と

君
子
哉
。
君
子
之
言
、
信
而
有
徴
、
故
怨
遠
於
共
身
。
小
人
之
言
、
傑
而

無
徴
、
故
怨
谷
及
之
」
　
と
あ
る
。
「
信
　
〔
信
実
〕
　
で
あ
っ
て
徴
　
〔
証
拠
・
裏

づ
け
〕
　
が
あ
る
」
　
の
意
。
こ
の
語
は
後
に
清
朝
考
証
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

ひ
と
つ
と
し
て
有
名
と
な
っ
た
。

②
三
良
殉
死
　
　
『
左
伝
』
文
公
六
年
「
秦
伯
壬
好
卒
。
以
子
車
氏
之
三
子
、

葡
創
り
側
相
り
痢
廟
矧
殉
。
瑚
剰
剖
刷
也
。
國
人
哀
之
、
鳥
之
賦
黄
鳥
。
君

子
日
『
秦
穆
之
不
鳥
盟
主
也
、
宜
哉
。
死
而
弄
民
。
先
王
違
世
、
猶
詮
之

法
。
而
況
奪
之
善
人
乎
。
詩
日
、
人
之
云
亡
、
邦
國
珍
痔
、
無
善
人
之
謂
。

若
之
何
奪
之
。
古
之
王
者
知
命
之
不
長
。
是
以
並
建
聖
哲
。
樹
之
風
音
。

分
之
采
物
。
著
之
話
言
。
鳥
之
律
度
。
陳
之
垂
極
。
引
之
表
儀
。
予
之
法

制
。
告
之
訓
典
。
教
之
防
利
。
委
之
常
秩
。
道
之
以
穏
制
。
使
無
失
其
土

宜
。
衆
隷
頼
之
。
而
後
即
命
。
聖
王
同
之
。
今
縦
無
法
以
遠
後
嗣
、
而
又

収
其
良
以
死
。
灘
以
在
上
央
』
。
創
刊
利
別
矧
慧
割
勘
遡
崩
嘲
」
。

し
か
し
秦
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
秦
本
紀
に
　
「
孝
公
十
九

年
、
司
刊
執
倒
、
二
十
年
、
瑚
倒
割
矧
」
、
ま
た
「
秦
王
政
立
二
十
六
年
、

捌
剤
司
刊
矧
一
二
十
六
郡
、
競
馬
始
皇
帝
」
と
あ
る
。

③
季
札
聞
賓
風
　
　
『
左
伝
』
襲
公
二
十
九
年
「
矧
功
利
矧
。
日
美
哉
。
決
決

乎
大
風
也
哉
。
表
東
海
者
、
其
大
公
乎
。
國
刻
可
司
也
」
。
し
か
し
賓
の
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そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
斉
太
公
世
家
に
　
「
康
公
二
十
六
年
、
康

公
卒
、
呂
氏
遂
絶
其
祀
。
田
氏
卒
有
斉
国
、
鳥
脅
威
王
、
彊
於
天
下
」
と

あ
る
よ
う
に
、
田
氏
に
纂
奪
さ
れ
た
。

④
鄭
風
　
　
『
左
伝
』
襲
公
二
十
九
年
「
創
功
利
矧
。
日
美
歳
。
其
細
巳
甚
。

民
弗
堪
也
。
感
痢
剣
日
刊
」
。
鄭
の
そ
の
後
に
つ
い
て
『
史
記
』
鄭
世
家

に
「
鄭
君
乙
二
十
一
年
、
醐
園
側
圃
矧
、
井
興
国
」
と
あ
る
。

⑤
渾
軍
　
　
『
左
伝
』
昭
公
四
年
「
鄭
子
産
作
丘
賦
。
国
人
誘
之
。
日
其
父
始

於
路
、
己
鳥
董
尾
。
以
令
於
國
。
國
烙
若
之
何
。
子
寛
以
告
。
子
産
日
、

何
事
。
筍
利
社
稜
、
死
生
以
之
。
且
喜
聞
鳥
善
者
不
改
其
度
。
故
能
有
済

也
。
民
不
可
遣
、
度
不
可
改
。
詩
日
『
種
義
不
怒
、
何
他
於
人
言
』
。
喜

不
運
臭
。
周
到
日
、
國
氏
其
先
亡
乎
。
君
子
作
法
於
掠
、
其
傲
猶
貪
。
作

法
於
食
、
敵
終
若
之
何
。
姻
胡
列
劃
、
察
及
曹
膝
其
先
亡
乎
。
侶
而
無
種
。

鄭
先
衛
亡
。
信
而
無
法
。
政
不
率
法
、
而
制
於
心
。
民
各
有
心
。
何
上
之

有」。葉
の
そ
の
後
に
つ
い
て
『
史
記
』
管
察
世
家
に
「
侯
賓
四
年
、
楚
憲
王

滅
茶
、
察
侯
奔
亡
、
寮
遂
絶
祀
」
　
と
あ
り
、
ま
た
菅
の
そ
の
後
に
つ
い
て

『
史
記
』
管
察
世
家
に
「
伯
陽
十
五
年
、
宋
滅
曹
、
執
曹
伯
陽
及
公
孫
彊

以
蹄
而
殺
之
、
曹
遂
絶
其
祀
」
　
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
春
秋
時
代
の
滅
亡
で

あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
膿
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
『
春
秋
正
義
』
隠
公
七
年

「
膝
侯
卒
」
　
の
条
に
、

譜
云
　
「
勝
姫
姓
。
文
王
子
錯
叔
繍
之
後
。
武
王
封
之
居
膝
。
今
挿
郡

公
丘
賭
是
也
。
自
叔
繍
至
宣
公
、
十
七
世
乃
見
春
秋
。
隠
公
以
下
、

春
秋
後
六
世
、
而
剰
滅
功
」
。
世
本
云
　
「
賓
景
公
亡
勝
」
。
案
賓
景

之
卒
、
在
腺
隠
之
前
、
世
本
音
「
隠
公
之
後
、
仇
猶
六
世
鳥
君
」
、

而
云
　
「
賓
景
亡
膿
」
、
鳥
謬
何
甚
。
服
虔
昭
四
年
注
亦
云
　
「
賓
景
亡

膝
」
、
是
不
考
校
而
謬
言
之
。
地
理
志
云
「
挿
郡
公
丘
賭
、
故
膿
國

也
。
周
文
王
子
錯
叔
繍
所
封
。
司
.
嘲
矧
剣
劇
痢
」
。

と
あ
る
よ
う
に
、
腺
は
六
國
時
代
に
入
っ
て
賓
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
顧
氏
が
　
「
膝
滅
於
宋
王
値
」
と
述
べ
る
根
拠
が
分
か

ら
な
い
。

⑥
倍
三
十
一
年
　
　
『
左
伝
』
倍
公
三
十
一
年
に
「
冬
、
秋
園
衛
。
衛
遷
干
帝

丘
。
日
印
、
ヨ
司
倒
。
衛
成
公
夢
康
叔
日
、
相
奪
予
享
。
公
命
祀
相
。
寧

武
子
不
可
日
、
鬼
神
否
其
族
類
、
不
款
其
祀
。
栂
部
何
事
。
相
之
不
幸
、

於
此
久
臭
。
非
衛
之
罪
也
。
不
可
以
間
成
王
周
公
之
命
祀
、
請
改
祀
命
」

と
あ
る
。

衛
の
そ
の
後
に
つ
い
て
『
史
記
』
衛
康
叔
世
家
に
「
君
角
九
年
、
秦
井

天
下
、
立
鳥
始
皇
帝
。
二
十
一
年
、
二
世
塵
君
角
鳥
庶
人
、
衛
絶
祀
」
　
と

あ
る
。
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[
補
説
]
『
左
伝
』
の
予
言
記
事
と
戦
国
時
代
の
史
実
と
の
関
係
を
根
拠
に
著

作
年
代
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
は
、
こ
の
顧
氏
の
指
摘
に
始
ま
り
、
近

時
の
研
究
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
鎌
田
正
氏
『
左
侍
の
成
立
と
其
の
展

開
』
(
大
修
館
書
店
一
九
六
三
)
・
超
光
賢
「
《
左
侍
》
編
撰
考
」
　
(
中
国
歴

史
文
献
研
究
集
刊
一
九
八
一
年
・
第
二
集
)
・
楊
伯
峻
『
春
秋
左
侍
注
』
前
言

(
中
華
書
局
一
九
八
一
第
一
版
)
等
。
最
近
の
も
の
と
し
て
は
吉
本
道
雅

氏
　
「
左
伝
成
書
考
」
　
(
立
命
館
東
洋
史
學
第
2
5
競
　
二
〇
〇
二
)
　
が
あ
る
。
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Ⅲ
　
列
国
官
制

春
秋
時
列
國
官
名
、
若
曹
之
中
行
、
宋
之
門
戸
、
鄭
之
馬
師
、
秦
之
不
更
庶
長
、

皆
他
國
所
無
。
而
楚
尤
多
。
有
美
放
、
令
芦
、
司
馬
、
太
宰
、
少
事
、
御
士
、

左
史
、
右
領
、
左
芦
、
右
芦
、
連
声
、
鍼
ダ
【
宣
公
四
年
、
有
歳
芦
克
黄
、
哀
公

十
六
年
、
有
歳
ヂ
固
。
疑
即
鍼
声
。
】
、
寝
芦
、
工
芦
、
卜
芦
、
芋
芦
【
陳
有
芋
芦

蓋
。
】
、
藍
芦
、
沈
声
、
清
芦
、
弄
芦
、
幕
声
、
陵
芦
、
郊
芦
、
欒
芦
、
宮
厩
芦
、

監
馬
芦
、
揚
豚
声
、
武
城
芦
。
共
官
名
大
抵
異
於
他
國
。
【
宋
有
棒
師
、
而
鄭
亦

有
之
。
昭
公
二
年
、
子
哲
請
以
印
鳥
椿
師
。
】

春
秋
時
の
列
國
の
官
名
の
、
晋
の
中
行
、
采
の
門
芦
、
鄭
の
馬
師
、
秦
の
不

ご
と

更
・
庶
長
の
若
き
は
、
皆
な
他
國
に
無
き
所
。
而
し
て
楚
に
尤
も
多
し
。
莫
放

・
令
芦
・
司
馬
・
太
宰
・
少
宰
・
御
士
・
左
史
・
右
領
・
左
芦
・
右
芦
・
連
声

・
鍼
芦
　
【
宣
公
四
年
に
歳
ダ
克
黄
有
り
、
哀
公
十
六
年
に
歳
軍
国
有
り
。
疑
ふ
ら
く
は

即
ち
鍼
ダ
な
り
。
】
・
疲
芦
・
工
芦
・
卜
芦
・
宇
戸
【
陳
に
芋
ヂ
蓋
有
り
。
】
・
藍
芦

・
沈
芦
・
清
芦
・
秀
芦
・
纂
芦
・
陵
芦
・
郊
ダ
・
欒
芦
・
宮
厩
芦
・
監
馬
芦
・

揚
豚
芦
・
武
城
芦
有
り
。
其
の
官
名
は
大
抵
他
國
に
異
れ
り
。
【
采
に
枯
師
有
り
、

而
し
て
鄭
に
も
亦
た
之
れ
有
り
。
昭
公
二
年
、
子
哲
、
印
を
以
て
椿
師
と
鳥
さ
ん
こ
と
を

請
ふ
。
】

[
補
説
]
清
・
顧
棟
高
『
春
秋
大
事
表
』
に
は
「
春
秋
列
國
官
制
表
」
が
あ
っ

て
、
「
列
國
互
有
之
官
」
と
し
て
周
・
魯
・
宋
・
晋
・
寮
・
楚
・
鄭
・
呉

と
い
っ
た
諸
国
の
官
職
が
対
照
表
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
「
一
国
濁

有
之
官
」
　
が
各
国
別
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

顧
炎
武
の
本
条
の
指
摘
は
、
楚
の
官
職
名
の
特
異
性
で
あ
る
。

Ⅲ
　
地
名

左
侍
成
公
元
年
、
戦
於
葦
、
入
日
丘
輿
、
注
云
賓
邑
。
三
年
、
鄭
師
禦
音
、
敗

諸
丘
輿
、
注
云
鄭
地
。
哀
公
十
四
年
、
院
氏
葬
諸
丘
輿
、
注
云
院
氏
魯
人
也
。

*泰
山
南
城
賄
西
北
有
輿
城
。
又
是
魯
地
。
是
三
丘
輿
癌
三
國
地
也
。
文
公
七
年
、

穆
伯
如
吉
池
盟
、
及
部
陵
、
注
云
菖
邑
。
成
公
十
六
年
、
戦
於
却
陵
、
注
云
鄭

地
、
今
属
頴
川
郡
。
是
二
部
陵
鳥
二
國
地
也
。
裏
公
十
四
年
、
伐
秦
至
於
域
林
、

注
云
秦
地
。
十
六
年
、
次
子
域
林
、
注
云
許
地
。
是
二
域
林
鳥
二
國
地
也
。
嚢

公
十
七
年
、
衛
孫
劇
田
子
曹
随
、
飲
馬
干
重
丘
、
注
云
曹
邑
。
二
十
五
年
、
同

盟
於
重
丘
、
注
云
替
地
。
是
二
重
丘
鳥
二
國
地
也
。
定
公
十
二
年
、
費
人
北
、

國
人
迫
之
、
敗
諸
姑
蔑
、
無
注
、
昔
是
魯
地
。
哀
公
十
三
年
、
爾
庸
見
姑
蔑
之

旗
、
注
云
越
地
、
在
東
陽
大
末
賭
。
是
二
姑
蔑
鳥
二
団
地
也
。

地
名
孟
者
有
玉
。
債
公
二
十
一
年
、
宋
公
楚
子
陳
侯
寮
侯
鄭
伯
許
男
曹
伯
会
干

孟
、
宋
之
孟
也
。
定
公
八
年
、
草
子
伐
簡
城
、
劉
子
伐
孟
、
以
定
王
室
、
周
之

孟
也
。
十
四
年
、
衛
太
子
刺
噴
献
孟
於
賓
、
衛
之
孟
也
。
而
晋
則
有
二
孟
。
昭

公
二
十
八
年
、
孟
丙
鳥
孟
大
夫
。
今
太
原
孟
癖
。
哀
公
四
年
、
奔
國
夏
伐
音
、

取
郊
任
欒
都
逆
時
陰
人
孟
壷
口
。
此
孟
昔
出
那
洛
之
間
。

州
國
有
二
。
桓
公
五
年
、
州
公
如
菅
。
注
、
州
國
在
城
陽
淳
子
賄
。
十
一
年
、

即
人
格
典
随
故
州
蓼
伐
楚
師
。
注
、
州
國
在
南
郡
華
容
願
東
南
。

*
世
界
書
局
本
は
　
「
泰
」
を
　
「
秦
」
　
に
誤
る
。
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左
侍
成
公
元
年
「
葦
に
戦
ひ
、
丘
輿
よ
り
入
る
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
賓
の
邑
」

こ
れ

と
」
　
三
年
「
鄭
師
音
を
禦
ぎ
、
諸
を
丘
輿
に
敗
る
」
　
の
注
に
云
ふ
「
鄭
の

地
」
と
。
哀
公
十
四
年
「
院
氏
、
諸
を
丘
輿
に
葬
る
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
院
氏
は
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魯
人
な
り
。
泰
山
南
城
醇
の
西
北
に
輿
城
有
り
」
と
。
又
た
走
れ
魯
の
地
な
り
。

走
れ
三
丘
輿
は
三
國
の
地
鳥
る
な
り
。
文
公
七
年
「
穆
伯
、
首
に
如
き
て
盟
に

粒
み
、
鄭
陵
に
及
ぶ
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
首
の
邑
」
　
と
。
成
公
十
六
年
「
部
陵
に

戦
ふ
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
鄭
の
地
、
今
は
頴
川
郡
に
属
す
」
と
。
走
れ
二
部
陵
は

二
国
の
地
鳥
る
な
り
。
妾
公
十
四
年
「
秦
を
伐
ち
て
域
林
に
至
る
」
　
の
注
に
云

ふ
　
「
秦
の
地
」
と
。
十
六
年
「
域
林
に
次
す
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
許
の
地
」
　
と
。

走
れ
二
域
林
は
二
国
の
地
鳥
る
な
り
。
嚢
公
十
七
年
「
衛
の
孫
劇
、
曹
随
に
田

し
、
馬
を
重
丘
に
飲
す
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
菅
の
邑
」
　
と
。
二
十
五
年
「
重
丘
に

同
盟
す
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
賓
の
地
」
　
と
。
走
れ
二
重
丘
は
二
国
の
地
鳥
る
な
り
。

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

定
公
十
二
年
「
費
人
北
げ
、
國
人
之
を
追
ひ
、
諸
を
姑
茂
に
放
る
」
　
に
は
注
無

ま
さ

き
も
、
昔
に
是
れ
魯
地
な
る
べ
し
。
哀
公
十
三
年
　
「
爾
庸
、
姑
茂
の
旗
を
見

る
」
　
の
注
に
云
ふ
　
「
越
の
地
、
東
陽
大
末
鯨
に
在
り
」
　
と
。
是
れ
二
姑
茂
は
二

國
の
地
鳥
る
な
h
ソ
。

地
の
孟
と
名
づ
く
る
者
に
五
有
り
。
倍
公
二
十
一
年
「
宋
公
・
楚
子
・
陳
侯

・
葉
侯
・
鄭
伯
・
許
男
・
曹
伯
、
孟
に
会
す
」
　
る
は
采
の
孟
な
り
。
定
公
八
年

「
草
子
、
簡
城
を
伐
ち
、
劉
子
、
孟
を
伐
ち
て
以
て
王
室
を
定
む
」
　
る
は
周
の

孟
な
り
。
十
四
年
「
衛
の
太
子
潮
境
、
孟
を
賓
に
厭
ず
」
　
る
は
衛
の
孟
な
り
。

而
し
て
音
に
は
則
ち
二
孟
有
り
。
昭
公
二
十
八
年
〔
①
〕
　
「
孟
丙
孟
大
夫
と
焦

る
」
　
は
今
の
太
原
孟
賭
な
り
。
哀
公
四
年
〔
②
〕
　
「
賓
の
國
夏
晋
を
伐
ち
て
、

邪
・
任
・
欒
・
部
・
逆
時
・
陰
人
・
孟
・
壷
口
を
取
る
」
　
は
、
此
の
孟
は
昔
に

郊
洛
の
間
に
出
づ
べ
し
。

ゆ

州
園
に
二
有
り
。
桓
公
五
年
「
州
公
、
菅
に
如
く
」
　
の
注
に
　
「
州
國
は
城
陽

淳
干
賊
に
在
り
し
　
と
あ
り
。
十
一
年
「
郎
人
格
に
随
・
校
・
州
・
蓼
と
楚
師
を

伐
た
ん
と
す
」
　
の
注
に
　
「
州
國
は
南
郡
華
容
願
東
南
に
在
り
」
　
と
あ
り
。

①
昭
公
二
十
八
年
　
　
『
左
伝
』
昭
公
二
十
八
年
。
杜
頭
注
に
「
太
原
孟
顧
」

と
あ
る
。

②
哀
公
四
年
　
　
『
左
伝
』
哀
公
四
年
。
杜
預
注
に
「
八
邑
音
地
也
。
欒
在
趨

國
平
林
鯨
西
北
。
郎
即
高
邑
鯨
也
。
路
醸
東
有
壷
口
閥
」
　
と
あ
る
。

凹
　
昌
畝

倍
公
三
十
年
、
王
使
周
公
開
来
聴
、
饗
有
昌
歓
、
白
黒
形
盤
。
注
目
、
昌
歓
昌

蒲
葱
。
而
秤
文
歓
昔
在
感
反
。
正
義
日
、
斉
有
椰
歓
、
魯
有
公
父
歓
。
【
文
公

十
七
年
、
周
甘
歓
敗
戎
千
畑
垂
。
】
其
音
鳥
楓
。
説
文
、
歓
盛
気
怒
也
。
従
欠

萄
響
。
此
昌
歓
之
音
、
相
侍
鳥
在
感
反
。
不
知
典
彼
鳥
同
島
異
。
今
故
顧
氏
玉

篇
有
魅
字
、
狙
敢
切
、
昌
蒲
凪
也
。
然
則
博
之
昌
畝
正
合
此
字
。
而
唐
人
巳
誤

作
歌
【
廣
韻
亦
誤
作
歌
。
】
是
知
南
北
之
學
、
陸
孔
諸
儒
、
猶
有
不
能
編
通
。

哀
公
二
十
五
年
、
若
見
之
、
君
格
設
殻
之
、
今
本
作
餞
。
廣
韻
注
目
、
説
文
従

口
。
蓋
経
典
之
誤
文
、
不
日
天
資
開
成
始
兵
。

襲
公
二
十
四
年
、
日
有
食
之
。
正
義
日
、
此
典
二
十
一
年
、
頻
月
日
食
、
理
必

不
然
。
但
其
字
則
欒
古
鏡
蒙
、
改
蒙
烏
隷
。
書
則
練
以
代
筒
、
紙
以
代
鎌
。
多

歴
世
代
、
特
需
謬
誤
、
失
其
本
眞
。
後
儒
因
循
、
莫
能
改
易
。
此
通
人
之
至
論
。

故
貌
書
江
式
言
、
魯
共
王
墳
孔
子
宅
、
得
尚
書
春
秋
論
語
孝
経
。
又
北
平
侯
張

倉
戯
春
秋
左
氏
侍
。
書
鰻
輿
孔
子
相
類
。
世
謂
之
古
文
。
自
古
文
以
至
於
今
、

其
侍
宕
不
知
幾
千
百
兵
、
安
得
無
誤
。
後
之
學
者
、
於
其
所
不
能
通
、
必
穿
整

而
曲
鳥
之
説
。
其
鳥
経
典
之
害
也
甚
臭
。

古
之
教
人
、
必
先
小
學
。
小
學
之
書
、
響
青
文
字
是
也
。
顔
氏
家
訓
日
、
夫
文

字
者
墳
籍
根
本
。
世
之
學
徒
多
不
噴
字
。
讃
五
経
者
、
是
徐
週
而
非
許
憤
。
習
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賦
詞
者
、
信
緒
詮
而
忽
呂
枕
。
明
史
記
者
、
専
皮
跡
而
腰
蒙
籍
。
學
漢
書
者
、

悦
應
蘇
而
略
蒼
雅
。
不
知
書
音
是
其
枝
葉
、
小
學
乃
其
宗
系
。
享
有
取
乎
其
言
。

億
公
三
十
年
「
王
　
周
公
閲
を
し
て
来
聴
せ
し
め
、
饗
に
昌
欺
・
白
黒
・
形

瑾
有
り
」
　
の
注
に
日
は
く
「
昌
歓
は
昌
蒲
菟
」
と
。
而
し
て
将
文
に
て
は
「
歓

の
音
は
在
感
の
反
」
と
。
正
義
に
日
は
く
「
賓
に
椰
歓
有
り
、
魯
に
公
父
歓
有

り
。
【
文
公
十
七
年
、
周
の
甘
歓
、
戒
を
鄭
重
に
敗
る
。
】
其
の
音
を
鰯
と
鳥
す
。
説

文
に
て
は
『
歓
は
盛
気
怒
す
る
な
り
。
欠
に
従
ひ
局
の
馨
』
な
り
。
此
の
　
「
昌

歓
」
　
の
音
、
相
侍
へ
て
『
在
感
の
反
』
と
烏
す
。
彼
と
同
じ
焦
る
か
異
怠
る
か

を
知
ら
ず
」
と
。
今
、
顧
氏
の
玉
篇
を
故
す
る
に
　
「
魅
」
字
有
り
て
、
「
狙
敢

の
切
、
昌
蒲
狙
な
り
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
侍
の
　
「
昌
訟
」
　
は
正
に
此
の
字
に
合

す
。
而
る
に
唐
人
巳
に
誤
り
て
　
「
歓
」
　
に
作
る
。
【
廣
韻
も
亦
た
誤
り
て
歌
に
作

る
。
】
是
れ
知
り
ぬ
、
南
北
の
學
、
陸
・
孔
の
諸
憶
も
猶
は
編
ね
く
通
ず
る
能

は

　

　

　

か

く

は
ざ
る
こ
と
有
る
を
。
哀
公
二
十
五
年
「
若
し
之
を
見
れ
ば
、
君
将
た
之
を
穀

せ
ん
」
　
は
、
今
本
に
て
は
「
穀
」
　
に
作
る
。
廣
韻
注
に
日
は
く
「
説
文
は
口
に

従
ふ
」
と
。
蓋
し
経
典
の
誤
文
は
天
資
・
開
成
〔
①
〕
よ
り
始
ま
ら
ざ
る
な
り
。

裏
公
二
十
四
年
　
「
日
　
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
」
　
の
正
義
に
日
は
く
　
「
此
と

二
十
一
年
と
は
頻
月
に
日
食
す
る
も
、
理
と
し
て
必
ず
然
ら
ず
。
但
だ
其
の
字

は
則
ち
古
を
欒
じ
て
蒙
と
烏
し
、
蒙
を
改
め
て
隷
と
烏
す
。
書
は
則
ち
鎌
以
て

簡
に
代
へ
、
紙
以
て
鎌
に
代
ふ
。
世
代
を
歴
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
持
窯
に
謬
誤

な

あ
り
て
、
其
の
本
眞
を
失
ふ
。
後
儒
因
循
し
て
、
能
く
改
易
す
る
莫
し
」
と
。

此
れ
通
人
の
至
論
な
り
。
故
ふ
る
に
魂
書
〔
②
)
に
江
式
言
ふ
　
「
魯
共
王
孔
子

の
宅
を
壊
し
て
、
尚
書
・
春
秋
・
論
語
・
孝
踵
を
得
た
り
。
又
た
北
平
侯
の
張

倉
、
春
秋
左
氏
侍
を
献
ず
。
書
健
は
孔
子
と
相
類
す
。
世
　
之
を
古
文
と
謂

ふ
」
と
。
古
文
よ
り
以
て
今
に
至
る
ま
で
、
其
の
侍
寓
す
る
こ
と
幾
千
百
な
る

か
を
知
ら
ず
、
安
ん
ぞ
誤
り
無
き
を
得
ん
や
。
後
の
學
者
、
其
の
通
ず
る
能
は

ざ
る
所
に
於
て
、
必
ず
穿
聖
し
て
曲
げ
て
之
が
説
を
焦
す
こ
と
、
其
の
経
典
の

害
と
烏
る
や
甚
し
。

古
の
人
に
教
ふ
る
や
、
必
ず
小
學
を
先
に
す
。
小
學
の
書
と
は
、
馨
音
・
文

字
走
れ
な
り
。
顔
氏
家
訓
〔
③
)
に
日
は
く
「
夫
れ
文
字
は
墳
籍
の
根
本
な
り
。

さ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ

よ

ば

く

世
の
學
徒
に
は
字
を
噴
ら
ざ
る
も
の
多
し
。
五
経
を
讃
む
者
は
、
徐
週
を
是
と

し
て
許
懐
を
非
と
す
。
賦
詞
を
習
ふ
者
は
、
祐
詮
を
信
じ
て
呂
快
を
忽
か
に
す
。

史
記
を
明
ら
か
に
す
る
者
、
皮
・
跡
を
専
ら
に
し
て
蒙
・
籍
を
腰
す
。
漢
書
を

學
ぶ
者
は
、
應
・
蘇
を
悦
び
て
蒼
・
雅
を
略
す
。
書
音
は
是
れ
其
の
枝
葉
、
小

學
は
乃
ち
其
の
宗
系
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
　
と
。
吾
は
其
の
言
に
取
る
有
り
。

①
天
資
開
成
　
　
唐
初
の
貞
観
年
間
に
太
宗
の
勅
命
が
下
っ
て
、
顔
師
古
が

「
五
経
定
本
」
を
作
成
し
、
そ
の
四
世
の
孫
で
あ
る
顔
元
孫
が
師
古
の
字

様
を
整
理
し
て
『
干
禄
字
書
』
一
巻
を
著
し
た
。
そ
し
て
後
の
張
参
『
五

経
文
字
』
三
巻
を
経
て
、
文
宗
(
太
和
・
開
成
)
　
の
勅
命
に
よ
り
、
唐
玄

度
が
『
九
経
字
様
』
一
巻
を
著
わ
し
、
ま
た
園
側
二
年
の
「
開
成
石
経
」

へ
と
た
ど
り
着
く
。

ま
た
『
新
唐
書
』
重
文
志
に
よ
れ
ば
、

今
文
尚
書
十
三
巷

間
元
十
四
年
、
玄
宗
以
洪
範
「
無
偏
無
頗
」
啓
不
協
、
詔
改
鳥
「
無

偏
無
披
」
。
刃
矧
三
載
、
又
詔
集
賢
學
士
嘲
匂
改
古
文
従
今
文
。

と
あ
り
、
刃
郵
二
載
の
玄
宗
の
詔
に
よ
り
、
衛
包
が
『
尚
書
』
の
本
文
を

改
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
併
せ
述
べ
た
も
の
で
あ

209



東洋古典學研究　第16集　2003

ろ
う
。い
わ
ゆ
る
　
「
衛
包
改
字
」
　
に
つ
い
て
は
小
林
信
明
氏
『
古
文
尚
書
乃
研

究
』
(
大
修
館
書
店
一
九
五
九
)
第
三
章
「
衛
包
改
字
考
」
　
が
詳
説
し
て

い
る
。
ま
た
近
時
の
も
の
と
し
て
は
野
村
茂
夫
氏
「
古
文
尚
書
沃
賛
改
字

故
」
　
(
日
本
中
國
草
食
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
一
九
九
八
)
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②
親
書
　
　
『
親
書
』
巻
九
十
一
に
見
え
る
。
た
だ
し
そ
の
記
述
は
『
漢
書
』

重
文
志
に
基
づ
く
。

③
顔
氏
家
訓
　
『
顔
氏
家
訓
』
勉
學
第
八
。
ち
な
み
に
晋
の
徐
逸
『
五
経
音

訓
』
、
後
漠
の
許
憬
『
説
文
解
字
』
、
劉
采
の
緒
詮
之
に
は
『
百
賦
音
』
、

音
の
呂
枕
『
字
林
』
、
音
の
徐
野
民
　
(
原
文
「
皮
」
は
「
徐
」
　
の
間
違
い
と
い

う
)
『
史
記
音
義
』
、
梁
の
郁
誕
生
『
史
記
音
』
、
後
漠
の
應
肋
『
漢
書
集

解
・
音
義
』
・
魂
の
蘇
林
『
漢
書
音
義
』
、
『
三
蒼
』
・
『
廣
雅
』
　
の
名
が
見

え
る
‥

囲
文
字
不
臥

五
経
中
文
字
不
同
多
夫
。
有
一
躍
之
中
両
日
不
同
者
。
如
桑
甚
見
於
衛
詩
、
而

魯
則
鳥
煤
。
毯
弓
著
於
鄭
風
、
而
秦
則
鳥
壊
。
左
氏
一
書
、
其
録
楚
也
、
蓮
氏

*

或
烏
萬
氏
、
・
歳
芦
成
鳥
鍼
芦
。
況
於
鐘
鼎
之
文
乎
。
記
自
書
同
文
、
亦
言
其
大

略
耳
。
*
原
抄
本
は
「
鼎
鎧
」
　
に
作
る
。

秦
に
て
は
則
ち
「
榛
」
と
鳥
す
。
左
氏
の
一
書
に
、
其
の
楚
を
録
す
る
や
、

「
蓮
氏
」
　
を
或
は
　
「
薦
氏
」
　
と
鳥
し
〔
③
〕
、
「
歳
芦
」
を
或
は
　
「
鍼
芦
」
と
鳥

す
〔
④
】
バ
況
ん
や
鐘
鼎
の
文
に
於
い
て
を
や
。
記
〔
⑤
〕
に
日
は
く
「
書
は
文

を
同
じ
く
す
」
と
は
、
亦
た
其
の
大
略
を
言
ふ
の
み
。

①
桑
甚
　
　
『
毛
詩
』
衛
風
頓
篇
に
「
無
食
桑
甚
」
、
魯
頒
関
宮
篇
に
「
食
我

桑
堪
」
　
と
あ
る
。

②
芭
弓
　
　
『
毛
詩
』
鄭
風
大
叔
千
田
篇
に
「
抑
毯
弓
忌
」
、
秦
風
小
戎
貨
に

「
交
壊
二
弓
」
　
と
あ
る
。

③
蓬
氏
　
蓮
子
馬
・
蓮
掩
父
子
が
そ
れ
ぞ
れ
蛮
公
2
1
・
2
2
・
2
5
年
伝
と
昭
公
1
3

年
伝
に
見
え
る
が
、
ま
た
素
子
礪
・
薦
掩
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
襲
公
1
5
年
伝

と
裏
公
2
5
・
3
0
年
伝
に
見
え
る
。

④
歳
芦
　
　
歳
芦
固
(
哀
公
1
6
年
伝
)
と
鍼
芦
田
(
定
公
4
年
伝
)
　
は
同
一
人

物
で
あ
ろ
う
。

⑤
記
　
・
『
穏
記
』
中
庸
篇
「
今
天
下
、
車
同
軌
、
書
同
文
、
行
同
倫
」
。
秦

の
文
字
統
一
を
背
景
に
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
本
条
の
指
摘
は
表
記
の
揺
れ
の
問
題
で
あ
り
、
字
体
と
は
別
の
次

元
の
問
題
で
あ
っ
て
、
引
用
と
し
て
は
不
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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五
経
中
の
文
字
に
は
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
多
し
。
一
躍
の
中
に
て
も
自
づ
と

た
と

同
じ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
如
へ
ば
　
「
桑
甚
〔
①
ご
　
は
衛
詩
に
見
ゆ
る
も
、
両
も

あ
ら
は

魯
に
て
は
則
ち
　
「
湛
」
　
と
鳥
す
。
「
毯
弓
〔
②
〕
」
　
は
鄭
風
に
著
る
る
も
、
而
も

田
　
所
見
異
爵
〔
①
二
巳
下
公
羊
侍
】

孔
子
生
於
昭
定
哀
之
世
、
文
宣
成
裏
則
所
聞
也
。
隠
桓
荘
間
借
則
所
博
聞
也
。

國
史
所
載
策
書
之
文
、
或
有
不
備
。
孔
子
得
接
其
所
見
以
補
之
、
至
於
所
聞
則

●

①

　

車

②

遠
臭
、
所
博
聞
則
又
遠
臭
。
錐
得
之
於
聞
、
必
格
参
互
以
求
其
信
。
信
則
書
之
、
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疑
別
間
之
。
此
其
所
以
鳥
異
辞
也
。
公
子
益
師
之
卒
、
魯
史
不
書
其
日
、
遠
而

無
所
故
臭
。
【
無
叡
卒
、
侠
卒
、
同
比
義
。
】
　
以
此
繹
躍
、
豊
不
甚
易
而
賃
是
平
。

何
体
見
桓
公
二
年
合
穫
之
侍
、
以
恩
之
深
浅
、
有
詩
興
日
吉
之
異
、
而
以
書
目

不
書
目
詳
略
之
分
鳥
同
此
例
、
則
甚
難
而
貴
非
臭
。
窺
疑
所
見
異
辞
、
所
聞
l
異

辞
、
所
博
聞
異
辞
、
此
三
語
必
有
所
本
、
両
替
魯
諸
儒
述
之
。
然
共
義
有
三
。

閑
文
一
也
、
詩
憲
二
也
、
言
孫
三
也
。
【
孔
子
日
、
邦
無
道
危
行
言
孫
。
】
従
前
之

一
説
、
則
略
於
遠
而
詳
於
近
。
従
後
之
二
説
、
則
晦
於
近
而
章
於
遠
。
讃
春
秋

象
⑳

者
、
可
以
待
之
臭
。
漢
書
言
、
孔
子
作
春
秋
、
有
所
襲
詩
旺
損
、
不
可
書
見
、

口
授
弟
子
。
弟
子
退
而
異
言
、
及
口
説
流
行
。
故
有
公
羊
穀
染
緋
爽
之
學
。

【
跡
氏
爽
氏
無
博
。
】
夫
喪
欲
速
貧
、
死
欲
速
朽
、
骨
子
且
聞
而
未
達
。
非
子
薛

畢
其
事
貴
之
、
亦
烏
得
而
明
哉
、
故
日
春
秋
之
失
乱
。

*
①
世
界
書
局
本
は
「
絡
」
を
「
昔
」
に
誤
る
。

*
②
原
抄
本
は
　
「
互
」
　
を
　
「
伍
」
　
に
作
る
。

*
③
原
抄
本
は
　
「
有
」
を
「
者
」
に
誤
る
。

孔
子
は
昭
・
定
・
真
の
世
に
生
ま
る
れ
ば
、
文
・
宣
・
成
・
裏
は
則
ち
聞
く

所
な
り
。
隠
・
桓
・
荘
・
開
・
倍
は
則
ち
博
聞
す
る
所
な
り
。
國
史
に
載
す
る

所
の
策
書
の
文
は
、
或
は
備
は
ら
ざ
る
も
の
有
り
。
孔
子
は
其
の
見
る
所
に
授

り
て
以
て
之
を
補
ふ
を
得
る
も
、
聞
く
所
に
至
り
て
は
則
ち
遠
く
、
侍
関
す
る

所
は
則
ち
又
た
遺
し
。
之
を
閲
に
得
と
錐
ど
も
、
必
ず
精
に
参
互
し
て
以
て
其

の
信
を
求
め
ん
と
す
。
信
な
れ
ば
則
ち
之
を
書
し
、
疑
は
し
き
は
則
ち
之
を
開

く
〔
②
〕
。
此
れ
其
の
異
辞
を
鳥
す
所
以
な
り
。
公
子
益
師
〔
③
〕
の
卒
す
る
や
、

魯
史
は
其
の
日
を
書
せ
ず
、
遠
く
し
て
故
ふ
る
所
無
し
。
【
「
無
骸
卒
す
〔
④
〕
」
、
「
侠

卒
す
〔
⑤
ご
は
此
の
義
に
同
じ
。
】
此
を
以
て
経
を
繹
せ
ば
、
豊
に
甚
だ
易
く
し

ま

こ

と

　

ぜ

て
賞
に
是
な
ら
ず
や
。
何
体
〔
⑥
〕
は
桓
公
二
年
【
⑦
〕
　
の
　
「
稜
に
合
す
」
　
る

の
樽
を
見
、
恩
の
深
浅
を
以
て
、
「
読
む
」
　
と
　
「
目
し
て
言
ふ
」
　
と
の
異
有
り

と
し
、
日
を
書
す
る
と
日
を
書
せ
ざ
る
の
詳
略
の
分
を
以
て
此
の
例
に
同
じ
と

焦
す
は
、
則
ち
甚
だ
難
く
し
て
賃
に
非
な
り
。
病
か
に
疑
ふ
ら
く
は
、
「
所
見

異
辞
、
所
聞
異
辞
、
所
博
聞
異
辞
　
(
見
る
所
辞
を
異
に
し
、
開
く
所
辞
を
異
に
し
、

博
聞
す
る
所
辞
を
異
に
す
)
」
　
の
此
の
三
語
は
必
ず
や
本
づ
く
所
有
り
て
、
賓
・

魯
の
諸
儒
之
を
述
ぶ
る
な
り
。
然
ら
ば
其
の
義
に
三
有
り
。
「
開
文
」
一
な
り
、

の
が

「
悪
を
謹
む
」
　
二
な
り
、
「
言
は
孫
る
」
　
三
な
り
。
【
孔
子
〔
⑧
〕
日
は
く
「
邦
に

道
無
き
と
き
は
危
行
言
孫
」
と
。
】
前
の
一
説
に
従
へ
ば
、
則
ち
遠
に
略
に
し
て
近

く

ら

　

　

　

　

　

　

あ

き

ら

に
詳
な
り
。
後
の
二
説
に
従
へ
ば
、
則
ち
近
に
晦
く
し
て
遠
に
章
か
な
り
。
春

秋
を
讃
む
者
は
、
以
て
之
を
得
べ
し
。
漢
書
〔
⑨
】
に
言
ふ
　
「
孔
子
春
秋
を
作

し
め

る
や
、
褒
謡
・
旺
損
す
る
所
有
り
て
、
書
に
見
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
弟
子
に
口

授
す
。
弟
子
退
き
て
言
を
異
に
し
、
口
説
流
行
す
る
に
及
ぶ
。
故
に
公
羊
・
穀

梁
・
跡
・
爽
の
學
有
り
」
　
と
。
【
姉
氏
・
爽
氏
に
は
侍
無
し
。
】
夫
れ
喪
は
速
か
に

貧
な
ら
ん
こ
と
を
欲
〔
⑳
〕
し
、
死
は
速
か
に
朽
ち
ん
こ
と
を
欲
す
る
は
、
曾

子
す
ら
且
つ
聞
き
て
未
だ
達
せ
ず
。
子
辞
の
其
の
事
を
奉
げ
て
之
を
賃
に
す
る

い
づ
く

に
非
ざ
れ
ば
、
亦
た
烏
ん
ぞ
得
て
明
ら
か
に
せ
ん
や
。
故
に
日
は
く
　
「
春
秋
の

失
は
乱
な
り
〔
⑬
〕
」
　
と
。
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①
所
見
異
辞
　
　
隠
公
元
年
　
「
公
子
益
師
卒
」
　
の
『
公
羊
侍
』
に
　
「
何
以
不
日
、

達
也
。
痢
風
刺
副
、
醐
矧
剣
副
、
酬
側
聞
剣
副
」
と
あ
る
。
公
羊
学
に
い

わ
ゆ
る
　
「
三
世
異
辞
説
」
　
の
出
典
で
あ
る
。
『
公
羊
侍
』
で
は
こ
の
ほ
か

に
桓
公
二
年
　
「
三
月
、
公
合
葬
侯
・
陳
侯
・
鄭
伯
千
種
、
以
成
宋
乱
」
　
に

も
「
内
、
大
悪
詩
。
此
其
目
言
之
何
、
遠
也
。
所
見
魂
副
、
珊
瑚
鼎
副
、
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耐
側
聞
刻
副
。
隠
亦
遠
臭
、
局
焦
慮
隠
詩
、
隠
賢
而
桓
賎
也
」
、
さ
ら
に

ま
た
哀
公
十
四
年
に
も
「
春
秋
何
以
始
乎
隠
。
祖
之
所
連
関
也
。
銅
剣
刻

翻
、
痢
圃
剣
副
、
痢
側
聞
刻
翻
。
何
以
終
乎
哀
十
四
年
。

あ
る
。

②
疑
則
閑
之
　
　
『
論
語
』
盛
政
1
8
　
「
子
張
學
干
禄
、
子
日
、

言
其
徐
、
則
寡
尤
、
多
見
閑
殆
、
慣
行
其
飴
、
則
寡
悔
、

日
、
傭
兵
」
　
と

多
聞
園
疑
、
憬

言
寡
尤
行
寡
悔
、

禄
在
其
中
央
」
。

③
公
子
益
師
　
　
①
参
照
。

④
無
叡
　
　
隠
公
八
年
経
「
冬
、
十
有
二
月
、
無
叡
卒
」
。

⑤
侠
　
　
隠
公
九
年
経
　
「
侠
卒
」
。
以
上
は
い
ず
れ
も
　
「
卒
」
　
に
日
付
が
無
い

と
い
う
こ
と
。

⑥
何
体
　
　
後
漠
・
何
体
『
春
秋
公
羊
停
解
詰
』
隠
公
元
年
の
条
。
「
醐
刻
者

謂
昭
定
哀
、
己
輿
父
時
事
也
。
醐
矧
者
謂
文
宣
成
裏
、
王
父
時
事
也
。
醐

側
聞
者
謂
隠
桓
荘
間
借
、
高
祖
曾
祖
時
事
也
。
異
辞
者
見
恩
有
厚
薄
、
義

有
深
浅
。
時
恩
衰
義
政
、
終
以
理
人
倫
、
序
人
類
、
因
制
治
乱
之
法
。
故

於
所
見
之
世
、
恩
己
輿
父
之
臣
尤
探
。
大
夫
卒
、
有
罪
無
罪
皆
日
録
之
。

丙
申
季
孫
意
如
卒
是
也
。
於
所
聞
之
世
、
王
父
之
臣
恩
少
殺
。
大
夫
卒
、

無
罪
者
日
録
、
有
罪
者
不
日
、
略
之
。
叔
孫
得
臣
卒
是
也
。
於
所
博
聞
之

世
、
高
祖
曾
祖
之
臣
恩
浅
。
大
夫
卒
、
有
罪
無
罪
皆
不
日
、
略
之
也
。
公

子
益
師
無
叡
卒
是
也
。
於
所
博
聞
之
世
、
見
治
起
於
衰
乱
之
中
、
用
心
尚

慮
執
、
故
内
其
國
而
外
諸
夏
、
先
詳
内
而
後
治
外
、
録
大
略
小
、
内
小
悪

書
、
外
小
惑
不
書
、
大
國
有
大
夫
、
小
國
略
稀
人
、
内
離
合
書
、
外
離
合

不
書
、
是
也
。
於
所
聞
之
世
、
見
治
升
平
、
内
諸
夏
而
外
夷
秋
、
書
外
離

合
、
小
國
有
大
夫
。
宣
十
一
年
秋
、
音
侯
台
数
於
撹
函
、
嚢
公
二
十
三
年
、

部
婁
鼻
我
束
奔
、
是
也
。
至
所
見
之
世
、
著
治
太
平
。
夷
狭
進
至
於
爵
、

天
下
遠
近
小
大
著
一
、
用
心
尤
探
而
詳
。
故
崇
仁
義
、
讃
二
名
。
音
魂
蔓

多
、
.
仲
孫
何
忌
是
也
。
所
以
三
世
者
、
種
鳥
父
母
三
年
、
鳥
祖
父
母
期
、

鳥
曾
祖
父
母
賓
衰
三
月
。
立
愛
自
親
始
、
故
春
秋
据
哀
録
隠
、
上
治
祖
補
。

所
以
二
百
四
十
二
年
者
、
取
十
二
公
、
天
敵
備
足
、
著
治
法
式
。
又
因
周

道
始
墳
絶
於
藩
隠
之
際
」
。

⑦
桓
公
二
年
　
　
桓
公
二
年
経
「
三
月
、
公
会
賓
侯
・
陳
侯
・
鄭
伯
千
種
、
以

成
采
乱
」
　
の
『
公
羊
停
』
に
　
「
内
、
大
慈
詩
。
此
其
日
吉
之
何
、
遠
也
。

所
見
異
辞
、
所
聞
異
辞
、
所
侍
聞
異
辞
。
隠
亦
達
夫
、
昂
鳥
鳥
隠
詩
、
隠

賢
而
桓
賎
也
」
　
と
あ
る
。

⑧
孔
子
　
　
『
論
語
』
意
間
0
4
「
子
日
、
邦
有
道
危
言
危
行
、
邦
無
道
伺
瑚
肯

璃」。

⑨
漢
書
　
　
『
漢
書
』
重
文
志
。
正
確
な
引
用
で
は
な
い
。

⑳
喪
欲
速
貧
　
　
『
確
記
』
檀
弓
上
篇
。

有
子
間
於
曾
子
日
　
「
間
喪
於
夫
子
乎
」
。
日
　
「
聞
之
臭
。
喪
欲
速
貧
、
死

欲
速
朽
」
。
有
子
日
　
「
是
非
君
子
之
言
也
」
。
骨
子
日
　
「
参
也
聞
諸
夫
子

也
」
。
有
子
又
日
　
「
是
非
君
子
言
也
」
。
骨
子
日
　
「
参
也
典
子
薛
聞
之
」
。

有
子
日
　
「
然
。
/
然
則
夫
子
有
島
言
之
也
」
。
骨
子
以
斯
言
告
於
子
沸
。
子

薛
日
「
甚
哉
、
有
子
之
言
似
夫
子
也
。
昔
者
夫
子
居
於
采
、
見
桓
司
馬
自

鏡
石
樺
、
三
年
而
不
成
。
夫
子
日
『
若
是
其
靡
也
。
死
不
如
速
朽
之
愈
、

也
』
。
死
之
欲
速
朽
、
畠
桓
司
馬
言
之
也
。
南
宮
敬
叔
反
必
載
賛
而
朝
。

夫
子
日
『
若
是
其
貨
也
。
喪
不
知
速
貧
之
愈
也
』
。
喪
之
欲
速
貧
、
鳥
敬

叔
言
之
也
」
。
曾
子
以
子
薛
之
言
告
於
有
子
。
有
子
日
「
然
。
喜
田
日
非

夫
子
之
言
也
」
。
骨
子
日
　
「
子
何
以
知
之
」
。
有
子
日
　
「
夫
子
制
於
中
都
。
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四
寸
之
棺
、
五
寸
之
梓
、
以
斯
知
不
欲
速
朽
也
。
昔
者
夫
子
失
魯
司
冠
、

格
之
荊
。
蓋
先
之
以
子
夏
又
申
以
再
有
。
以
斯
知
不
欲
速
貧
也
」
。

⑪
春
秋
之
失
乱

見
え
る
。

『
超
記
』
脛
解
篇
中
の
、
五
経
の
得
失
を
論
じ
た
文
章
に

孔
子
日
、
入
其
國
、
其
教
可
知
也
。
其
鳥
人
也
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
。

疏
通
知
遠
、
書
教
也
。
康
博
易
良
、
欒
教
也
。
繋
静
精
微
、
易
教
也
。
恭

倹
荘
敬
、
積
数
也
。
属
辞
比
事
、
春
秋
教
也
。
故
詩
之
失
愚
。
書
之
失
在
。

欒
之
失
薯
。
易
之
失
賊
。
頑
之
失
煩
。
利
親
剖
刻
融
。
其
鳥
人
也
、
温
柔

敦
厚
而
不
愚
、
則
探
於
詩
者
也
。
疏
通
知
遠
而
不
在
、
則
探
於
書
者
也
。

康
博
易
良
而
不
奪
、
則
探
於
欒
者
也
。
繋
静
精
微
而
不
賊
、
則
探
於
易
者

也
。
恭
倹
荘
敬
而
不
煩
、
則
探
於
蔵
者
也
。
属
辞
比
事
而
不
乱
、
則
探
於

春
秋
者
也
。

圀
　
紀
履
論
来
逆
女

何
以
不
稀
使
、
昏
超
不
精
主
人
。
宋
公
使
公
孫
壽
乗
納
幣
、
則
其
稀
主
人
何
、

辞
窮
也
。
辞
窮
者
何
、
無
母
也
。
然
別
紀
有
母
平
、
日
、
有
。
有
則
何
以
不
稀

母
、
母
不
通
也
。
富
平
李
因
篤
日
、
此
言
経
所
以
不
書
紀
侯
者
、
以
見
母
錐
不

t

通
而
紀
侯
有
母
、
則
不
得
日
柄
主
人
、
以
別
於
采
公
之
無
母
也
。

*
世
界
書
局
本
　
「
有
」
を
　
「
無
」
　
に
誤
る
。

「
何
を
以
て
使
を
稀
せ
ざ
る
、
昏
超
は
主
人
を
稀
せ
ざ
る
な
り
。
宋
公
公

孫
壽
を
し
て
来
た
り
て
納
幣
せ
し
む
る
に
、
則
ち
其
の
主
人
を
.
稀
す
る
は
何
ぞ

や
、
辞
窮
す
れ
ば
な
り
。
醇
窮
す
と
は
何
ぞ
や
、
母
無
け
れ
ば
な
り
。
然
ら
ば

則
ち
紀
に
母
有
る
か
、
日
は
く
有
り
と
。
有
れ
ば
則
ち
何
を
以
て
母
を
稀
せ
ざ

る
、
母
は
通
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
〔
①
〕
」
　
と
。
富
平
の
李
因
篤
〔
②
〕
日
は
く
　
「
此

れ
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
経
に
紀
侯
を
書
せ
ざ
る
所
以
は
、
以
て
母
は
通
ぜ
ず
と
雌

し
め

ど
も
、
紀
侯
に
母
有
れ
ば
、
則
ち
自
ら
主
人
を
稀
す
る
を
得
ざ
る
を
見
し
、
以

て
宋
公
の
母
無
き
に
別
つ
な
り
」
　
と
。

①
何
以
不
稀
使
…
…
母
不
通
也
　
　
『
公
羊
侍
』
隠
公
二
年
。

②
李
因
鴬
　
　
出
典
未
詳
。
李
因
篤
は
顧
炎
武
と
親
交
が
有
っ
た
。

国
　
母
弟
稀
弟

賓
侯
使
其
弟
年
来
碑
。
公
羊
侍
、
其
稀
弟
何
、
母
弟
稀
弟
、
母
兄
稀
兄
。
【
左

氏
宣
公
十
七
年
侍
、
亦
日
凡
稀
弟
皆
母
弟
也
。
】
何
体
以
鳥
春
秋
欒
周
之
文
、
従
般

之
質
。
質
家
親
親
、
明
昔
親
厚
、
異
於
軍
公
子
也
。
夫
一
父
之
子
而
以
同
母
不

同
母
島
親
疏
、
此
時
人
至
陪
之
見
。
春
秋
以
下
、
骨
肉
衰
薄
、
禍
乱
萌
生
、
鮮

不
由
此
。
詩
人
美
鳴
鳩
均
愛
七
子
。
宝
有
於
父
母
則
望
之
以
均
平
、
於
兄
弟
則

教
之
以
疏
外
。
以
此
鳥
質
、
是
所
謂
直
情
而
径
行
、
戎
秋
之
道
也
。
郭
氏
日
、

若
如
公
羊
之
説
、
則
異
母
兄
弟
不
謂
之
兄
弟
乎
。
程
子
日
、
縄
文
有
立
嫡
子
同

母
弟
之
説
、
其
日
同
母
弟
、
蓋
謂
嫡
耳
。
非
以
同
母
弟
岳
加
親
也
。
若
以
同
母

弟
鳥
加
親
、
則
知
有
母
不
知
有
父
、
是
禽
獣
也
。

「
寮
侯
、
其
の
弟
年
を
し
て
来
聴
せ
し
む
〔
①
〕
」
　
の
公
羊
侍
に
　
「
其
の
弟
を

稀
す
る
は
何
ぞ
、
母
弟
に
は
弟
を
精
し
、
母
兄
に
は
兄
を
稀
す
」
　
と
あ
り
。

【
左
氏
宣
公
十
七
年
博
〔
②
)
に
も
亦
た
　
「
凡
そ
弟
と
稀
す
る
は
皆
な
母
弟
な
り
」
と
日

ふ
。
】
何
休
〔
③
〕
以
鳥
へ
ら
く
「
春
秋
は
周
の
文
を
攣
じ
、
股
の
質
に
従
ふ
。

質
家
は
親
に
親
し
み
、
昔
に
親
厚
は
畢
公
子
に
異
な
る
べ
き
を
明
ら
か
に
す
る
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な
り
」
と
。
夫
れ
一
父
の
子
に
し
て
同
母
・
不
同
母
を
以
て
親
疏
と
焦
す
は
、

此
れ
時
人
の
至
炉
の
見
な
り
。
春
秋
よ
り
以
下
、
骨
肉
衰
薄
に
し
て
禍
乱
萌
生

ナ
く
な

す
る
は
、
此
に
由
ら
ざ
る
こ
と
鮮
し
。
詩
人
は
腐
鳩
〔
④
〕
の
均
し
く
七
子
を

よ

愛
す
る
を
美
み
す
。
豊
に
父
母
に
於
て
は
則
ち
之
に
望
む
に
均
平
を
以
て
し
、

兄
弟
に
於
て
は
則
ち
之
に
教
ふ
る
に
疏
外
を
以
て
す
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
此
を

以
て
質
と
鳥
す
は
、
走
れ
所
謂
る
「
直
情
に
し
て
径
行
、
戎
秋
の
道
〔
⑤
〕
」
な

り
。
郭
氏
〔
⑥
〕
日
は
く
　
「
若
し
公
羊
の
説
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
異
母
兄
弟
は

之
を
兄
弟
と
謂
は
ざ
る
か
」
と
。
桂
子
〔
⑦
〕
日
は
く
「
穏
文
に
嫡
子
同
母
弟

を
立
つ
る
の
説
有
り
。
其
の
同
母
弟
と
日
ふ
は
、
蓋
し
嫡
を
謂
ふ
の
み
。
同
母

弟
を
以
て
親
を
加
ふ
る
を
焦
す
に
非
ざ
る
な
り
。
若
し
同
母
弟
を
以
て
親
を
加

ふ
る
を
鳥
せ
ば
、
則
ち
母
有
る
を
知
り
て
父
有
る
を
知
ら
ざ
る
に
て
、
走
れ
禽

獣
な
り
」
　
と
。

①
賓
侯
…
来
聴
　
　
隠
公
七
年
経
「
寮
侯
使
其
弟
年
来
聰
」
、
『
公
羊
伝
』
「
其

稲
弟
何
、
母
弟
稀
弟
、
母
兄
稲
見
」
。

②
左
氏
l
　
宣
公
十
七
年
経
「
冬
、
十
有
一
月
、
壬
午
、
公
弟
叔
膵
卒
」
、

『
左
伝
』
「
凡
太
子
之
母
弟
、
公
在
日
公
子
、
不
在
日
弟
。
凡
稀
弟
皆
母

弟
也
」
。

③
何
体
　
　
隠
公
七
年
注
。
「
母
弟
同
母
弟
。
母
兄
同
母
兄
。
不
言
同
母
言
母

弟
者
、
若
謂
不
如
鳥
如
臭
、
賓
人
語
也
。
分
別
同
母
者
、
春
秋
欒
周
之
文
、

従
股
之
質
。
質
家
親
親
、
明
昔
親
厚
、
異
於
畢
公
子
也
」
。

◎
鴎
鳩
　
　
『
毛
詩
』
曹
風
鴨
場
篇
。
そ
の
第
一
章
は
「
鴨
場
在
桑
、
其
子
七

分
、
淑
人
君
子
、
其
儀
一
今
、
其
儀
一
今
、
心
如
結
今
」
。
毛
侍
に
「
鴨

場
之
養
其
子
、
朝
従
上
下
、
莫
従
下
上
、
平
均
如
二
、
鄭
箋
に
　
「
喩
人

君
之
徳
富
均
一
於
下
也
」
　
と
あ
る
。

⑤
直
情
而
径
行
戎
秋
之
道
也
　
　
『
超
記
』
檀
弓
下
篇
。
「
子
薛
日
、
種
有
微

情
者
。
有
以
故
興
物
者
。
有
直
情
而
径
行
者
。
戎
秋
之
道
也
。
超
道
則
不

然
」
、
鄭
玄
注
「
巽
踊
無
節
、
衣
服
無
制
」
。

⑥
郭
氏
　
　
出
典
未
詳
。

⑦
桂
子
　
　
『
河
南
程
氏
経
説
』
春
秋
侍
。
後
半
の
文
章
が
異
な
る
。
「
先
儒

母
弟
之
例
、
蓋
縁
超
文
有
立
嫡
子
同
母
弟
之
説
、
其
日
同
母
弟
、
蓋
謂
適

爾
、
非
以
同
母
鳥
加
親
也
。
若
以
同
母
盛
加
親
、
是
不
知
人
理
、
近
於
禽

獣
也
」
。

田
　
子
沈
子

隠
公
十
一
年
公
羊
侍
、
子
沈
子
日
、
注
云
、
子
沈
子
後
師
、
明
説
此
意
者
。
沈

子
稲
子
冠
氏
上
者
、
著
其
鳥
師
也
。
不
但
言
子
日
者
、
辟
孔
子
也
。
其
不
冠
子

者
、
他
師
也
。
按
侍
中
有
子
公
羊
子
日
【
桓
公
六
年
、
宣
公
五
年
】
、
而
又
有
子

沈
子
日
【
隠
公
十
一
年
、
荘
公
十
年
、
定
公
元
年
】
、
子
司
馬
子
日
【
荘
公
三
十

年
r
　
子
女
子
日
【
女
音
汝
、
田
公
元
年
】
、
子
北
宮
子
日
【
哀
公
四
年
】
、
何
後
師

之
多
欺
。
【
又
有
魯
子
日
、
荘
公
三
年
、
二
十
三
年
、
億
公
五
年
、
二
十
年
、
二
十
四
年
、

二
十
八
年
。
有
高
子
日
、
文
公
四
年
。
皆
不
冠
子
。
○
穀
梁
停
有
穀
染
子
日
、
隠
公
元
年
。

戸
子
日
、
隠
公
五
年
、
桓
公
八
年
。
沈
子
日
、
定
公
元
年
、
皆
不
冠
子
。
】
然
則
此
侍

不
悉
出
於
公
羊
子
也
明
兵
。

隠
公
十
一
年
公
羊
侍
〔
①
〕
「
子
沈
子
日
」
　
の
注
に
云
ふ
「
子
沈
子
は
後
師
、

此
の
意
を
明
説
す
る
者
な
り
。
沈
子
に
子
を
稀
し
て
氏
の
上
に
冠
す
る
は
、
其

の
節
焦
る
を
著
す
な
り
。
但
だ
に
子
日
と
言
は
ざ
る
は
、
孔
子
を
辟
く
る
な
り
。
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其
の
子
を
冠
せ
ざ
る
者
は
他
師
な
り
」
　
と
。
按
ず
る
に
侍
中
に
　
「
子
公
羊
子

日
」
有
り
【
桓
公
六
年
、
宣
公
五
年
】
、
又
た
　
「
子
沈
子
日
」
　
【
隠
公
十
一
年
、
荘
公

十
年
、
定
公
元
年
】
、
「
子
司
馬
子
日
」
　
【
荘
公
三
十
年
】
、
「
子
女
子
日
」
　
【
女
音
汝
、

閃
公
元
年
】
、
「
子
北
宮
子
日
」
　
【
哀
公
四
年
】
有
り
。
何
ぞ
後
節
の
多
き
や
。
【
又

た
　
「
魯
子
日
」
有
り
。
荘
公
三
年
、
二
十
三
年
、
倍
公
五
年
、
二
十
年
、
二
十
四
年
、
二

十
八
年
。
r
高
子
日
」
有
り
。
文
公
四
年
。
皆
な
子
を
冠
せ
ず
。
○
穀
染
侍
〔
②
〕
に
　
「
穀

梁
子
目
し
有
り
。
隠
公
元
年
。
「
戸
子
日
」
、
隠
公
五
年
、
桓
公
八
年
。
「
沈
子
目
し
、
定
公

元
年
、
皆
な
子
を
冠
せ
ず
。
】
然
ら
ば
則
ち
此
の
侍
轟
く
は
公
羊
子
に
出
で
ざ
る

こ
と
明
ら
か
な
り
。

①
隠
公
十
一
年
　
　
隠
公
十
一
年
　
「
冬
十
有
一
月
壬
辰
、
公
亮
」
　
の
『
公
羊

伝
』
に
　
「
何
以
不
書
葬
、
隠
之
也
。
何
隠
爾
、
就
也
。
耗
則
何
以
不
審
葬
。

春
秋
、
君
拭
賊
不
討
不
書
葬
、
以
鳥
無
臣
子
也
。
子
沈
子
日
、
君
鵜
、
臣

不
討
賊
非
臣
也
。
不
復
讐
非
子
也
。
葬
、
生
者
之
事
也
。
春
秋
、
君
耗
賊

不
討
不
書
葬
、
以
鳥
不
繋
乎
臣
子
也
。
公
亮
何
以
不
地
、
不
忍
言
也
。
隠

何
以
無
正
月
、
隠
格
譲
乎
桓
、
故
不
有
其
正
月
也
」
と
あ
る
。

②
穀
染
侍
　
　
隠
公
五
年
　
「
初
戯
六
羽
」
　
の
『
穀
染
伝
』
に
　
「
初
、
始
也
。
穀

梁
子
日
、
舞
夏
、
天
子
八
扮
、
諸
公
六
扮
、
諸
侯
四
伶
。
初
戯
六
羽
、
始

僧
無
臭
。
【
「
子
日
、
舞
夏
、
自
天
子
至
諸
侯
皆
用
八
紛
。
初
献
六
羽
、
始

席
欒
央
」
　
と
あ
る
の
が
最
初
の
例
。

[
補
説
]
『
公
羊
伝
』
中
の
い
わ
ゆ
る
　
「
経
師
」
　
に
つ
い
て
は
山
田
琢
氏
　
「
公

羊
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
(
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
哲
学
史
学
篇
』
五
一
九
五

八
　
後
に
『
春
秋
学
の
研
究
』
明
徳
出
版
社
一
九
八
七
)
　
の
　
「
一
　
公
羊
伝
の
伝

文
の
検
討
　
伝
文
中
に
み
え
る
経
師
の
所
説
に
つ
い
て
」
　
が
詳
し
い
。
ま
た
拙

著
『
春
秋
学
』
(
研
文
出
版
　
二
〇
〇
一
)
　
六
九
頁
を
参
照
。

回
　
穀
伯
部
侯
書
名

穀
伯
綴
来
朝
、
鄭
侯
菩
離
来
朝
。
侍
日
、
皆
何
以
名
、
失
地
之
君
也
。
【
穀
郡

去
魯
甚
遠
、
不
縁
失
地
不
得
皆
朝
於
魯
。
】
其
稀
侯
朝
何
、
貴
者
無
後
、
待
之
以
初

也
。
其
義
甚
明
、
而
何
氏
乃
有
去
二
時
者
桓
公
以
火
攻
人
君
之
説
。
又
有
不
月

者
失
地
君
朝
悪
人
之
説
。
胡
氏
因
之
、
遂
以
朝
桓
之
妃
、
蹄
之
於
天
道
臭
。

「
穀
伯
綴
来
朝
す
、
郡
侯
吾
離
爽
朝
す
〔
①
〕
」
　
の
侍
に
日
は
く
　
「
皆
な
何

を
以
て
名
い
ふ
、
失
地
の
君
な
れ
ば
な
り
。
【
穀
・
郡
は
魯
を
去
る
こ
と
甚
だ
遠
く
、

/

地
を
失
ふ
に
縁
ら
ざ
れ
ば
皆
な
は
魯
に
朝
す
る
を
得
ず
。
】
其
の
侯
を
補
し
て
朝
す
る

は
何
ぞ
、
貴
き
者
は
後
無
き
も
、
之
を
待
す
る
に
初
を
以
て
す
る
な
り
」
　
と
。

其
の
義
甚
だ
明
ら
か
な
り
。
而
る
に
も
何
氏
〔
②
〕
に
は
乃
ち
　
「
二
時
を
去
る

は
、
桓
公
　
火
を
以
て
人
君
を
攻
む
」
　
る
の
説
有
り
。
又
た
　
「
月
せ
ざ
る
は
失

地
の
君
、
悪
人
に
朝
す
」
　
る
の
説
有
り
。
胡
氏
〔
③
〕
之
に
因
り
、
遂
に
桓
に

朝
す
る
の
度
を
以
て
、
之
を
天
道
に
紆
せ
り
。

①
穀
伯
綴
…
来
朝
　
　
桓
公
七
年
経
。

②
何
氏
　
　
桓
公
七
年
経
「
春
二
月
己
亥
、
焚
成
丘
」
　
と
あ
り
、
『
公
羊
侍
』

は
　
「
焚
之
者
何
、
樵
之
也
。
樵
之
者
何
、
以
火
攻
也
。
疾
始
以
火
攻
也
」

215

と
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
何
体
は
「
刊
司
コ
嘲
判
、

桓
公
以
火
攻
人
君
、

故
旺
明
大
悪
。
羽
刑
部
、
失
地
君
朝
悪
人
、
軽
也
。
地
名
者
見
不
世
也
」

と
述
べ
る
。
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③
胡
氏夏
、

『
春
秋
胡
氏
侍
』
桓
公
七
年
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

穀
伯
絞
来
朝
、
郵
侯
菩
離
来
朝
。

春
秋
之
法
、
諸
侯
不
生
名
、
「
穀
伯
」
　
「
郡
侯
」
　
何
以
名
。
桓
天

下
之
大
悪
也
。
執
之
者
無
禁
、
殺
之
者
無
罪
。
「
穀
伯
」
　
「
部
侯
」

越
國
瑜
境
、
相
紐
而
来
朝
、
即
大
藩
之
其
也
。
故
特
度
而
書
名
、
輿

失
地
滅
同
姓
者
比
鳶
。
経
於
朝
桓
者
、
成
定
爵
、
或
書
名
、
或
稀
人
、

以
深
絶
共
裏
。
撥
乱
之
法
厳
兵
。
誅
止
其
身
、
而
貴
之
者
無
罪
、
則

人
之
類
、
不
相
賊
殺
鳥
禽
獣
也
幾
希
。
四
時
具
然
後
成
歳
。
政
経
無

事
必
書
昔
時
。
今
此
濁
於
　
「
秋
」
　
「
冬
」
　
園
鳶
、
何
也
。
立
天
之
通

日
陰
陽
、
陽
居
春
夏
、
以
養
育
鳥
事
、
所
以
生
物
也
。
王
者
縫
天
而

鳥
之
子
則
有
賞
。
陰
居
秋
冬
、
以
粛
殺
鳥
事
、
所
以
成
物
也
。
王
者

紐
天
両
島
之
子
、
則
有
刑
。
賞
以
勧
善
、
非
私
輿
也
。
故
五
服
玉
章
、

謂
之
天
命
。
刑
以
懲
悪
、
非
私
怒
也
。
故
五
刑
五
用
、
謂
之
天
討
。

古
者
賞
以
春
夏
、
刑
以
秋
冬
、
象
天
道
也
。
桓
弟
斌
兄
、
臣
鵜
君
、

両
天
討
不
加
焉
。
是
陽
而
無
陰
、
歳
功
不
能
成
臭
。
故
特
去
　
「
秋
」

「
冬
」
　
二
時
、
以
志
普
廿
之
失
刑
也
。
猫
於
　
「
四
年
」
　
「
七
年
」
　
閑

焉
、
何
也
。
按
周
制
大
司
馬
、
諸
侯
而
有
賊
殺
其
親
、
則
正
之
。
放

就
其
君
、
則
残
之
。
桓
就
隠
公
而
立
、
大
司
馬
九
伐
之
法
、
錐
未
之

學
、
猶
有
望
也
。
及
使
家
事
下
碑
、
恩
穏
加
蔦
、
則
天
下
之
望
絶
兵
。

故
四
年
　
「
宰
糾
」
　
書
名
、
而
去
　
「
秋
」
　
「
冬
」
　
二
時
、
以
見
天
王
之

不
復
能
用
刑
也
。
田
常
就
其
君
、
孔
子
請
討
之
、
以
従
大
夫
之
後
、

不
敢
不
告
也
。
桓
耗
隠
公
而
立
、
錐
方
伯
連
帥
環
視
、
而
未
之
他
、

猶
有
望
也
。
及
　
「
穀
」
　
「
鄭
」
　
二
國
自
遠
来
朝
、
則
天
下
諸
侯
莫
有

可
望
者
臭
。
故
七
年
　
「
穀
伯
」
　
「
弥
侯
」
　
各
書
共
名
、
而
去
　
「
秋
」

「
冬
」
　
二
時
、
以
見
諸
侯
之
不
復
能
修
其
職
也
。
然
則
見
之
行
事
、

不
亦
深
切
著
明
央
乎
。
故
日
　
「
春
秋
成
而
乱
臣
賊
子
僧
」
。

回
　
鄭
忽
書
名

鄭
忽
出
奔
衛
。
侍
日
、
忽
何
以
名
、
春
秋
伯
子
男
一
也
。
辞
無
所
度
。
博
文
簡

両
難
噴
。
李
因
篤
日
、
春
秋
之
法
、
天
子
三
公
稀
公
、
王
者
之
後
稀
公
、
其
絵

大
國
稀
侯
、
小
國
稀
伯
子
男
。
【
見
初
献
六
羽
樽
。
】
是
則
公
侯
鳥
一
等
、
伯
子

男
鳥
一
等
也
。
故
子
産
日
、
鄭
伯
男
也
。
遭
喪
未
晩
年
之
君
、
公
侯
皆
稀
子
。

如
末
子
衛
子
陳
子
之
類
是
也
。
以
共
等
本
貴
於
伯
子
男
、
故
降
而
稲
子
。
今
鄭

伯
爵
也
。
伯
典
子
男
鳥
一
等
、
下
更
無
所
降
、
不
得
不
降
而
書
名
兵
。
名
非
旺

忽
之
辞
、
故
日
辞
無
所
肢
。

「
鄭
忽
衛
に
出
奔
す
〔
①
ご
　
の
侍
に
日
は
く
　
「
忽
に
何
を
以
て
名
い
ふ
、

春
秋
は
伯
・
子
・
男
一
な
り
。
辞
に
旺
す
る
所
無
し
」
　
と
。
博
文
は
筒
に
し
て

さ
.
と暁
り
難
し
。
李
因
篤
〔
②
〕
日
は
く
　
「
春
秋
の
法
、
天
子
の
三
公
を
公
と
稀
し
、

王
者
の
後
を
公
と
稀
し
、
其
の
絵
の
大
國
は
侯
と
稀
し
、
小
國
は
伯
・
子
・
男

と
稀
す
。
【
「
初
め
て
六
羽
を
敲
ず
〔
③
〕
」
の
侍
に
見
ゆ
。
】
走
れ
則
ち
公
侯
を
一
等

と
烏
し
、
伯
・
子
・
男
を
l
等
と
鳥
す
な
り
。
故
に
子
産
〔
④
〕
日
は
く
『
鄭

は
伯
男
な
り
』
と
。
喪
に
遭
ひ
て
未
だ
年
を
践
え
ざ
る
の
君
は
、
公
・
侯
に
は

皆
な
子
と
稀
す
。
宋
子
・
衛
子
・
陳
子
の
如
き
の
類
〔
⑤
〕
是
れ
な
り
。
其
の

等
は
本
と
伯
・
子
・
男
よ
り
貴
き
を
以
て
、
故
に
降
し
て
子
と
稀
す
。
今
、
鄭

は
伯
爵
な
り
。
伯
と
子
・
男
を
一
等
と
点
し
、
下
に
更
に
降
す
所
無
け
れ
ば
、

降
し
て
名
を
書
せ
ざ
る
を
得
ず
。
名
い
ふ
は
忽
を
旺
す
る
の
辞
に
非
ず
。
故
に

『
絆
に
妊
す
る
所
無
し
』
と
日
ふ
」
　
と
。
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①
鄭
忽
　
・
隠
公
十
一
年
。

②
李
因
篤
　
　
出
典
未
詳
。

③
初
献
六
羽
　
　
隠
公
五
年
経
「
初
献
六
羽
」
、
『
公
羊
侍
』
「
初
者
何
、
始
也
。

六
羽
者
何
、
舞
也
。
初
献
六
羽
、
何
以
書
、
讃
。
何
讃
爾
、
讃
始
僧
諸
公

也
。
六
羽
之
鳥
僧
奈
何
。
天
子
八
扮
、
諸
公
六
、
諸
侯
四
。
諸
公
者
何
、

諸
侯
者
何
、
天
子
三
公
稀
公
、
王
者
之
後
稀
公
、
其
飴
大
國
稀
侯
、
小
國

瑚
倒
刊
矧
。
天
子
三
公
者
何
、
天
子
之
相
也
。
天
子
之
相
則
何
以
三
、
日

快
而
東
者
周
公
主
之
、
自
快
而
西
者
召
公
主
之
、

公
放
於
此
乎
、
前
此
兵
。
前
此
則
昂
鳥
始
乎
此
、

天
子
不
可
言
也
」
。

④
子
産
　
　
『
左
伝
』
昭
公
十
三
年
。

⑤
末
子
・
衛
子
・
陳
子
　
団
参
照

一
相
虞
乎
内
。
始
僧
諸

僧
諸
公
猶
可
言
也
、
僧

田
　
祭
公
衆
遂
逆
王
后
干
紀

桓
公
八
年
、
祭
公
来
遂
逆
王
后
干
紀
。
九
年
春
、
紀
季
姜
厨
子
京
師
。
従
逆
者

而
言
、
謂
之
王
后
、
従
掃
者
而
言
、
謂
之
季
妻
、
此
自
然
之
文
也
。
猶
詩
之
言

鳥
韓
姶
相
倣
也
、
猶
左
氏
之
言
息
嶋
絡
蹄
過
察
也
。
皆
未
嫁
而
冠
以
夫
國
之
班
。

此
臨
文
之
不
得
不
然
也
。
而
公
羊
以
鳥
王
者
無
外
、
其
辟
成
臭
。
又
以
烏
父
母

之
於
子
、
雌
鳥
天
王
后
、
猶
日
吉
季
妾
。
是
其
説
経
錐
巧
、
而
非
聖
人
之
意
臭
。

今
終
日
逆
季
妻
於
紀
、
此
初
學
之
士
亦
知
其
不
通
。
又
帰
日
王
后
蹄
干
京
師
、

則
王
后
者
誰
之
女
。
辞
窮
兵
。
公
羊
子
蓋
拘
於
在
國
稀
女
之
例
【
隠
公
二
年
侍
、

女
在
其
國
稀
女
、
在
塗
瑞
婦
、
入
國
稀
夫
人
。
】
、
而
不
知
文
固
有
倒
之
而
順
者
也
。

博
文
則
有
不
同
者
。
左
氏
荘
公
十
八
年
、
陳
娯
*
厨
子
京
師
。
貴
志
后
。

*
世
界
書
局
本
　
「
婚
」
字
を
　
「
薦
」
字
に
誤
る
。

桓
公
八
年
　
「
祭
公
来
た
り
て
遂
に
王
后
を
紀
よ
り
逆
ふ
」
。
九
年
　
「
春
、
紀

と
つ

の
季
妻
京
師
に
紡
ぐ
」
。
逆
ふ
る
者
に
従
ひ
て
言
へ
ば
、
之
を
　
「
王
后
」
　
と

謂
ひ
、
紡
ぐ
者
に
従
ひ
て
言
へ
ば
、
之
を
　
「
季
姜
」
　
と
謂
ふ
は
、
此
れ
自
然
の

み

文
な
り
。
猶
は
詩
〔
①
)
の
　
「
韓
姑
の
鳥
め
に
牧
を
相
る
」
　
と
言
ふ
が
ご
と
き
、

猶
は
左
氏
〔
②
〕
　
の
　
「
息
始
終
に
掃
が
ん
と
し
て
寮
を
過
ぐ
」
　
と
言
ふ
が
ご
と

き
は
、
皆
な
未
だ
嫁
せ
ざ
る
に
而
も
冠
す
る
に
夫
の
國
の
銃
を
以
て
す
。
此
れ

文
に
臨
む
の
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。
而
る
に
公
羊
〔
③
〕
は
以
烏
へ

ら
く
　
「
王
者
に
は
外
無
く
、
其
の
辞
は
成
れ
り
」
　
と
。
又
た
以
鳥
へ
ら
く

〔
④
〕
　
「
父
母
の
子
に
於
け
る
や
、
天
王
の
后
と
焦
る
と
錐
ど
も
、
猶
は
吾
が
季

姜
と
日
ふ
」
　
と
。
走
れ
其
の
経
を
説
く
こ
と
巧
み
な
り
と
錐
ど
も
、
而
も
聖
人

ま
さ

の
意
に
非
ず
。
今
格
に
　
「
季
姜
を
紀
に
逆
ふ
」
　
と
日
ほ
ん
と
す
れ
ば
、
此
れ
初

學
の
士
も
亦
た
其
の
通
ぜ
ざ
る
を
知
る
。
又
た
格
に
　
「
王
后
、
京
師
に
蹄
ぐ
」

む
ナ
め

と
日
は
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
王
后
は
誰
の
女
ぞ
。
辞
窮
す
る
な
り
。
公
羊
子

」

は
蓋
し
　
「
國
に
在
り
て
は
女
と
稀
す
」
　
の
例
に
拘
は
り
て
、
【
隠
公
二
年
侍

み
ち

〔
⑤
〕
　
「
女
、
其
の
国
に
在
り
て
は
女
を
稀
し
、
塗
に
在
り
て
は
婦
を
科
し
、
國
に
入
り

て
は
夫
人
を
稀
す
」
と
あ
り
。
】
　
而
も
文
に
は
固
よ
り
之
を
倒
し
て
順
な
る
者
有

る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

博
文
に
は
則
ち
同
じ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
左
氏
荘
公
十
八
年
に
　
「
陳
娯
京

師
に
紡
ぐ
。
賓
に
藩
后
な
り
」
　
と
あ
り
。

①
詩
　
　
『
毛
詩
』
大
雅
韓
変
篇
。

②
左
氏
　
　
『
左
伝
』
荘
公
十
年
「
察
哀
侯
要
干
陳
。
息
侯
亦
要
焉
。
劇
痢
和

樹
、
瑚
司
。
蕉
侯
日
吉
嬢
也
。
止
而
見
之
。
弗
賓
。
息
侯
聞
之
、
怒
。
使
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謂
楚
文
王
日
、
伐
我
。
吾
求
救
於
葉
而
伐
之
。
楚
子
従
之
。
九
月
、
楚
敗

薬
師
干
草
、
以
寮
侯
献
舞
蹄
」
。

③
公
羊
　
　
桓
公
八
年
経
「
祭
公
衆
、
遂
逆
王
后
干
紀
」
、
『
公
羊
伝
』
「
祭
公

者
何
、
天
子
之
三
公
也
。
何
以
不
稀
使
、
婚
種
不
稀
主
人
。
遂
者
何
、
生

事
也
。
大
夫
無
遂
事
、
此
其
言
遂
何
、
成
使
乎
我
也
。
共
成
使
乎
我
者
奈

何
、
使
我
鳥
旗
。
可
則
因
用
是
往
逆
兵
。
女
在
共
國
稀
女
。
此
其
稀
王
后

何
、
司
刹
珂
外
l
、
刻
副
例
刻
」
。

④
又
以
鳥
　
　
桓
公
九
年
経
「
春
、
紀
季
妾
蹄
干
京
師
」
、
『
公
羊
伝
』
「
其
辞

成
兵
、
則
其
稀
紀
季
姜
何
、
自
我
言
紀
。
父
母
之
於
子
、

咄
矧
天
l
到
筒
、

鵬
l
呵
珂
司
司
劃
。
京
師
者
何
、
天
子
之
居
也
。
京
者
何
、
大
也
。
師
者
何
、

衆
也
。
天
子
之
居
必
以
衆
大
之
辞
言
之
」
。

⑤
隠
公
二
年
倖
　
　
隠
公
二
年
経
「
九
月
、
紀
履
絵
爽
逆
女
」
、
『
公
羊
伝
』

「
紀
履
絵
者
何
、
紀
大
夫
也
。
何
以
不
稀
使
、
婚
穏
不
精
主
人
。
然
別
昂

稀
、
稀
諸
父
兄
師
友
。
宋
公
使
公
孫
壽
衆
納
幣
、
則
其
稀
主
人
何
、
辞
窮

也
。
辞
窮
者
何
、
無
母
也
。
然
則
紀
有
母
乎
、
日
、
有
。
有
則
何
以
不
稀

母
、
母
不
通
也
。
外
逆
女
不
書
、
此
何
以
書
、
訪
。
何
議
爾
、

迎
也
。
始
親
迎
放
於
此
乎
、
前
此
臭
。
前
此
則
る
岳
始
乎
此
、

思
慮
託
始
焉
爾
、
春
秋
之
始
也
。
女
思
慮
或
稀
女
、
或
稀
婦
、

女
在
其
國
稀
女
、
租
喝
珊
瑚
、
刃
國
銅
剣
刃
」
る
。

＼

讃
始
不
親

託
始
焉
爾
。

或
稀
夫
人
。

田
　
宰
門

公
羊
閃
公
二
年
侍
、
桓
公
使
高
子
絡
南
陽
之
甲
、
立
債
公
而
城
魯
。

或
日
日
鹿

門
至
干
草
門
者
是
也
。
戎
日
日
事
門
至
干
吏
門
者
是
也
。
注
、
鹿
門
魯
南
城
東

門
也
。
接
左
侍
戚
絶
斬
鹿
門
之
関
出
奔
郭
是
也
。
事
門
吏
門
並
閑
。
案
説
文
、

浮
魯
北
城
門
池
也
。
瓜
水
事
啓
、
士
耕
切
。
是
事
門
即
以
此
水
名
、
省
文
作
事

爾
。
【
廣
韻
作
醇
。
】
後
人
以
瀞
字
省
作
淳
、
音
才
性
切
。
而
梵
書
用
之
、
自
南

_

北
史
以
下
、
倶
烏
才
性
之
浮
、
而
魯
之
事
門
不
復
知
夫
。
【
穏
記
、
繋
静
精
微
、

只
作
醇
字
。
】

*
原
抄
本
「
醇
」
字
を
　
「
浮
」
字
に
作
る
。

ひ
さ

公
羊
関
公
二
年
侍
〔
①
】
に
「
桓
公
、
高
子
を
し
て
南
陽
の
甲
を
格
ゐ
、
億

き
づ

公
を
立
て
て
魯
に
城
く
。
或
は
日
は
く
、
鹿
門
よ
り
事
門
に
至
る
者
足
れ
な
り
、

と
。
或
は
日
は
く
、
専
門
よ
り
吏
門
に
至
る
者
走
れ
な
り
」
と
あ
り
。
注
に

「
鹿
門
は
魯
の
南
城
東
門
な
り
」
と
あ
り
。
左
侍
〔
②
〕
に
接
れ
ば
、
戚
妃
、

鹿
門
の
関
を
斬
り
て
部
に
出
奔
す
る
は
、
走
れ
な
り
。
事
門
・
吏
門
は
並
び
に

閑
な
り
。
案
ず
る
に
説
文
〔
③
〕
に
「
浮
は
魯
の
北
城
門
池
な
り
。
水
に
鳳
ひ

事
の
費
、
士
耕
の
切
」
と
あ
り
。
走
れ
専
門
は
即
ち
此
の
水
を
以
て
名
づ
け
、

文
を
省
き
て
　
「
争
」
　
に
作
る
の
み
。
【
廣
韻
〔
④
〕
は
「
璋
」
に
作
る
。
】
後
人
、

「
瀞
」
字
を
以
て
省
き
て
「
浮
」
　
に
作
り
、
音
は
才
性
の
切
な
り
。
而
し
て
梵

書
之
を
用
ふ
。
南
北
史
よ
り
以
下
、
倶
に
才
性
の
浮
と
烏
し
て
、
魯
の
　
「
専

門
」
　
は
復
た
知
ら
ず
。
【
鵡
記
〔
⑤
〕
「
崇
辞
精
微
」
は
只
だ
「
醇
」
字
に
作
る
。
】

①
公
羊
関
公
二
年
侍
　
　
関
公
二
年
経
「
冬
、
斉
高
子
乗
盟
」
　
の
『
公
羊
伝
』

に
　
「
高
子
者
何
、
賓
大
夫
也
。
何
以
不
稀
使
、
我
無
君
也
。
然
則
何
以
不

名
、
喜
之
也
。
何
喜
爾
、
正
我
也
。
其
正
我
奈
何
。
荘
公
死
、
子
般
裁
、

閃
公
蹴
、
比
三
君
死
。
噴
年
無
君
。
設
以
賓
取
魯
、
曾
不
興
師
徒
、
以
言

而
巳
臭
。
桓
公
使
高
子
措
南
陽
之
甲
、
立
倍
公
而
城
魯
。
魂
団
、
剖
威
囲

到
刊
割
田
利
剣
也
。
刻
印
、
創
刊
門
司
刊
到
矧
可
劉
誰
l
u
l
。
魯
人
至
今
以
鳥
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美
談
。
日
猶
望
高
子
也
」
　
と
あ
る
。

②
左
侍
　
　
『
左
伝
』
裏
公
二
十
三
年
に
　
「
冬
、
十
月
、
孟
氏
将
辟
、
籍
除
於

戚
氏
。
戚
孫
使
正
夫
助
之
、
除
於
東
門
。
甲
従
己
而
視
之
。
孟
氏
又
告
季

孫
。
季
孫
怒
、
命
攻
威
氏
。
乙
亥
、
痢
組
醐
劇
画
剖
圃
別
瑚
珂
剰
」
と
あ

る
。

③
説
文
　
　
『
説
文
』
十
一
篇
上
一
「
浮
」
字
。

④
廣
韻
　
　
『
廣
韻
』
韻
下
平
。
「
玉
啓
、
楚
耕
切
、
五
」
。

⑤
超
記
　
　
『
穏
記
』
経
解
篇
。
「
架
辞
精
微
、
易
教
也
」
　
と
あ
る
。

田
　
仲
嬰
斉
卒

魯
有
二
嬰
賓
、
皆
公
孫
也
。
成
公
十
五
年
三
月
乙
巳
、
仲
嬰
賓
卒
、
其
鳥
仲
遂

後
者
也
。
【
杜
氏
注
目
、
妾
仲
子
、
公
孫
蹄
父
弟
。
】
成
公
十
七
年
十
一
月
壬
申
、

公
孫
嬰
賓
卒
干
鍵
賑
、
則
子
叔
菅
伯
也
。
季
友
仲
遂
皆
生
而
賜
氏
、
故
其
子
即

以
父
宇
島
氏
。
【
劉
絃
日
、
仲
遂
受
賜
鳥
仲
氏
、
故
其
子
孫
稀
仲
氏
。
○
孔
氏
日
、
死

後
賜
族
、
乃
是
正
法
。
春
秋
之
世
、
有
非
穏
生
賜
族
者
、
華
督
是
也
。
季
友
仲
遂
亦
同
此

例
。
中
庸
以
後
、
賜
功
臣
之
競
、
亦
此
意
也
。
】
生
而
賜
氏
非
穏
也
。
以
父
字
鳥
氏

亦
非
穏
也
。
春
秋
従
其
本
科
而
不
没
其
欒
氏
。
共
生
也
書
公
子
迷
、
其
死
也
書

仲
遂
卒
干
垂
。
於
其
子
也
、
共
生
也
書
公
孫
蹄
父
、
其
死
也
書
仲
嬰
賓
卒
。

【
公
子
季
友
卒
、
亦
同
此
義
。
惟
季
友
之
子
不
見
於
経
。
】

公
羊
侍
、
仲
嬰
聾
者
何
、
公
孫
嬰
齋
也
。
此
言
仲
嬰
賓
亦
是
公
孫
嬰
賓
、
非
謂

子
叔
啓
伯
。
故
注
云
未
見
於
経
、
烏
公
孫
嬰
賓
。
今
鳥
大
夫
死
、
見
脛
鳥
仲
嬰

書

賓
。
此
漢
人
解
脛
之
善
。
君
子
叔
費
伯
、
則
戦
葦
【
成
公
二
年
】
、
如
晋
【
六

年
】
、
如
首
【
八
年
】
、
巳
屡
見
於
脛
臭
。

鳥
人
後
者
鳥
之
子
、
此
語
必
有
所
受
。
然
嬰
賓
之
鳥
後
、
後
仲
遂
、
非
後
蹄
父

也
。
【
猶
之
叔
孫
僑
如
奔
而
立
豹
。
】
　
以
鳥
鳥
兄
後
則
非
也
。
侍
拘
於
孫
以
王
父
之

宇
島
氏
之
説
、
而
以
嬰
斉
鳥
後
輪
父
、
則
以
弟
後
見
、
乱
昭
穆
之
倫
英
、
非
也
。

且
三
桓
亦
何
愛
於
蹄
父
、
而
烏
之
立
後
哉
。

*
集
釈
本
　
「
二
」
を
　
「
三
」
　
に
誤
る
。
原
抄
本
・
原
拠
に
よ
り
　
「
二
」
　
に
改
め
る
。

魯
に
二
の
嬰
賓
有
り
て
、
皆
な
公
孫
な
り
。
成
公
十
五
年
　
「
三
月
、
乙
巳
、

仲
嬰
賓
卒
す
」
　
は
、
其
の
仲
遂
の
後
と
慮
る
者
な
り
。
【
杜
氏
注
に
日
は
く
「
裏

仲
の
子
、
公
孫
蹄
父
の
弟
」
と
。
】
成
公
十
七
年
　
「
十
一
月
、
壬
申
、
公
孫
嬰
寮
、

鍵
賑
に
卒
す
」
　
は
、
則
ち
子
叔
馨
伯
な
り
。
季
友
・
仲
速
は
皆
な
生
き
な
が
ら

に
し
て
氏
を
賜
は
る
。
故
に
其
の
子
は
即
ち
父
の
字
を
以
て
氏
と
焦
す
。
【
劉

絃
〔
①
〕
　
日
は
く
　
「
仲
遂
は
受
賜
し
て
仲
氏
と
烏
る
が
故
に
其
の
子
孫
は
仲
氏
を
稀
す
」

と
。
○
孔
氏
　
〔
②
〕
　
日
は
く
　
「
死
後
に
族
を
賜
は
る
は
、
乃
ち
走
れ
正
法
な
り
。
春
秋
の

世
に
は
、
非
確
に
し
て
生
き
な
が
ら
に
し
て
族
を
賜
は
る
者
有
り
、
華
督
是
れ
な
り
」
　
と
。

季
友
・
仲
遂
も
亦
た
比
例
に
同
じ
。
中
庸
以
後
、
功
臣
に
賜
は
る
の
親
も
亦
た
比
の
意
な

り
】
。
生
き
な
が
ら
に
し
て
氏
を
賜
は
る
は
非
穏
な
り
。
父
の
字
を
以
て
氏
と

烏
す
も
亦
た
非
祀
な
り
。
春
秋
は
其
の
本
稀
に
従
へ
ど
も
其
の
欒
氏
を
没
せ
ず
。

其
の
生
く
る
や
　
「
公
子
遂
【
③
〕
」
　
と
書
し
、
其
の
死
す
る
や
　
「
仲
遂
、
垂
に
卒

す
」
　
と
書
す
。
其
の
子
に
於
け
る
や
、
其
の
生
く
る
や
　
「
公
孫
掃
父
〔
④
〕
」
　
と

書
し
、
其
の
死
す
る
や
　
「
仲
嬰
齋
卒
す
」
　
と
書
す
【
「
公
子
季
友
卒
す
〔
⑤
〕
」
も

亦
た
比
の
義
に
同
じ
。
惟
だ
季
友
の
子
は
経
に
見
え
ず
。
】

公
羊
侍
〔
⑥
〕
　
「
仲
嬰
賓
と
は
何
ぞ
、
公
孫
嬰
替
な
り
」
　
と
。
此
れ
言
ふ
こ
こ

ろ
は
、
仲
嬰
賓
も
亦
た
是
れ
公
孫
嬰
賓
に
し
て
、
子
叔
賛
伯
を
謂
ふ
に
非
ず
。

故
に
注
に
云
ふ
　
「
未
だ
脛
に
見
え
ざ
る
に
、
公
孫
嬰
賓
と
鳥
す
。
今
、
大
夫
と

な慮
り
て
死
し
、
経
に
見
ゆ
れ
ば
仲
嬰
賓
と
烏
す
」
　
と
。
此
れ
漢
人
の
解
経
の
善

219
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な
る
も
の
。
子
叔
啓
伯
〔
⑦
)
の
若
き
は
、
則
ち
「
葦
に
戦
ひ
」
【
成
公
二
年
】
、

「
晋
に
如
き
」
　
【
六
年
】
、
「
吉
に
如
き
」
　
【
八
年
】
、
巳
に
屡
し
ぼ
経
に
見
え
た

h
ソ
。

「
人
の
後
と
鳥
る
者
」
之
が
子
と
鳥
る
〔
⑧
ご
は
、
此
の
語
必
ず
や
受
く
る

所
有
り
。
然
ら
ば
嬰
賓
の
後
と
慮
る
は
、
仲
遂
に
後
と
な
る
に
て
、
蹄
父
に
後

と
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。
【
猶
は
之
れ
叔
孫
僑
如
〔
⑨
〕
の
奔
り
て
豹
を
立
つ
る
が
ご

と
し
。
】
以
て
　
「
兄
の
後
と
慮
る
」
と
鳥
す
は
則
ち
非
な
り
。
侍
は
「
孫
は
王

父
の
字
を
以
て
氏
と
鳥
す
〔
⑳
〕
」
　
の
説
に
拘
は
り
て
、
嬰
斉
を
以
て
蹄
父
に
後

と
な
る
と
鳥
す
は
、
則
ち
弟
を
以
て
兄
に
後
と
な
る
に
て
、
昭
穆
の
倫
を
乱
す

は
、
非
な
り
。
且
つ
三
桓
は
亦
た
何
ぞ
蹄
父
を
愛
し
て
、
之
が
鳥
め
に
後
を
立

て
ん
や
。

①
劉
煙
　
　
成
公
十
五
年
『
春
秋
正
義
』
所
引
。

②
孔
氏
　
　
隠
公
八
年
『
春
秋
正
義
』
。

③
公
子
遂
　
　
『
春
秋
』
経
文
に
見
え
る
公
子
遂
は
以
下
の
通
り
。

倍
2
6
　
「
公
子
遂
如
楚
乞
師
」
、

911617181

宣
元 8
「
公
子
遂
合
音
入
来
人
衛
人
許
人
救
鄭
」
、

「
公
子
遂
如
来
」
、

「
六
月
戊
辰
、
公
子
遂
及
賓
侯
盟
干
鄭
丘
」
、

「
冬
、
公
子
遂
如
賓
」
、

「
秋
、
公
子
遂
叔
孫
得
臣
如
賓
」
、

「
公
子
遂
如
賓
逆
女
」
、

「
公
子
遂
如
賓
」
、

「
夏
六
月
、
公
子
遂
如
賓
、
至
黄
乃
復
」
、

「
辛
巳
、
有
事
干
大
廟
、
仲
遂
卒
干
垂
」
。

④
公
孫
蹄
父
　
　
『
春
秋
』
経
文
に
見
え
る
公
孫
紆
父
は
以
下
の
通
り
。

宣
1
0
　
公
孫
蹄
父
如
賓
、
葬
斉
憲
公

公
孫
蹄
父
帥
師
伐
部
婁
、
取
繹

冬
、
公
孫
蹄
父
如
寮
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「
乙
巳
、
公
子
遂
帥
師
入
栂
」
、

「
公
子
遂
如
齋
」
、

「
公
子
遂
如
京
師
、
遂
如
音
」
、

「
公
子
遂
如
音
」
、

「
秋
、
公
子
遂
帥
師
伐
部
婁
」
、

「
公
子
遂
如
奔
納
幣
」
、

「
冬
十
月
、
公
子
遂
如
音
、
葬
音
裏
公
」
、

「
冬
十
月
壬
午
、
公
子
遂
合
菅
趨
盾
盟
干
衡
薙
」
、

18151411

公
孫
紆
父
合
賓
人
伐
菖

冬
、
公
孫
掃
父
合
葬
侯
干
穀

春
、
公
孫
蹄
父
合
楚
子
干
宋

公
孫
紆
父
如
音

紆
父
還
日
管
、
至
笠
、
遂
奔
賛

成
1
5
　
三
月
、
乙
巳
、
仲
嬰
齋
卒

た
だ
し
仲
嬰
賓
は
公
孫
師
父
の
弟
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
顧
氏
の

誤
解
。

⑤
公
子
季
友
　
　
『
春
秋
』
経
文
に
見
え
る
公
子
季
友
は
以
下
の
通
り
。

荘
2
7
　
秋
、
公
子
友
如
陳
、
葬
原
仲

倍
0
1
　
冬
、
十
月
、
壬
午
、
公
子
友
帥
師
敗
菖
師
干
草
、
獲
菖
翠



日知録訳注春秋篇(五)(野間)

1613　07　03

冬
、
公
子
友
如
賓
荏
盟

公
子
友
如
賓

冬
、
公
子
友
如
賓

三
月
、
壬
申
、
公
子
季
友
卒

⑨
叔
孫
僑
如
　
　
『
左
伝
』
成
公
十
六
年
に
　
「
冬
、
十
月
、
出
叔
孫
僑
如
而
盟

之
。
僑
如
奔
賓
。
十
二
月
、
季
孫
及
青
郷
學
盟
干
屈
、
蹄
刺
公
子
催
。
召

叔
孫
豹
干
賓
而
立
之
」
　
と
あ
る
。

⑳
孫
以
王
父
之
宇
島
氏
　
　
『
公
羊
侍
』
成
公
十
五
年
。
⑥
参
照
。

⑥
公
羊
侍
　
　
『
公
羊
侍
』
成
公
十
五
年
「
仲
嬰
賓
者
何
、
公
孫
嬰
齋
也
。
公

孫
嬰
賓
則
る
鳥
謂
之
仲
嬰
賓
。
鳥
兄
後
也
。
鳥
兄
後
則
る
鳥
謂
之
仲
嬰
賓
。

鳥
人
後
者
鳥
之
子
也
。
鳥
人
後
者
鳥
其
子
則
其
稀
仲
何
、
孫
以
王
父
之
宇

島
氏
也
。
然
則
嬰
寮
執
後
。
蹄
父
也
。
掃
父
使
子
音
而
未
反
。
何
以
後
之
。

叔
仲
憲
伯
、
博
子
赤
者
也
。
文
公
死
、
子
幼
。
公
子
遂
謂
叔
仲
悪
伯
日
、

君
幼
、
如
之
何
。
頗
典
子
慮
之
。
叔
仲
憲
伯
日
、
喜
子
相
之
、
老
夫
抱
之
。

何
幼
君
之
有
。
公
子
遂
知
其
不
可
輿
謀
、
退
而
殺
叔
仲
春
伯
。
殺
子
赤
而

立
宣
公
。
成
公
幼
。
戚
宣
叔
者
、
相
也
。
君
死
不
実
。
衆
諸
大
夫
而
間
鳶
。

日
、
昔
者
叔
仲
春
伯
之
事
、
執
鳥
之
。
諸
大
夫
皆
雑
然
日
、
仲
氏
也
。
其

然
乎
。
於
是
遣
師
父
之
家
、
然
後
突
君
。
蹄
父
使
乎
晋
。
遠
目
晋
、
至
笠
、

聞
君
亮
家
遣
。
壇
椎
芙
君
成
踊
、
反
命
干
介
、
自
是
走
之
賓
。
魯
人
徐
傷

踪
父
之
無
後
也
、
於
是
使
嬰
斉
後
之
也
」
。

⑦
子
叔
馨
伯
　
　
公
孫
嬰
賓
　
(
子
叔
響
伯
)
　
が
記
録
さ
れ
た
経
文
は
以
下
の
通

り
0成
0
2
　
六
月
奨
酉
、
季
孫
行
父
威
孫
許
叔
孫
僑
如
公
孫
嬰
奔
帥
師
合
音
榔

[
補
説
]
春
秋
初
期
の
魯
の
公
室
の
系
図
は
以
下
の
通
り
。

桓
　
公

【
孟
孫
氏
】

r　　　　　-

叔
孫
氏
-　　　　-

成　成　成
17　08　06

克
衛
孫
良
夫
曹
公
子
首
及
賓
侯
戦
干
葦
、
寮
師
敗
績

公
孫
嬰
賓
知
音

公
孫
嬰
奔
如
菖

壬
申
、
公
孫
嬰
賓
卒
干
貌
脹

.　　　　　　　　　　1

季
孫
氏
-　　　　　-

荘
　
公

【
仲
氏
】

l ll[

債　閏　子
般
公公

-

文

公

T

宣
公
-
成
　
公

叔
膵
上
公
孫
嬰
賓

子
叔
響
伯

東　仲　公
門　遂　子
仲　　遂

ニ」
公
孫
蹄
父

子
家

仲
嬰
賓

公
子
慶
父
-
公
孫
敷

共
仲

孟
穆
伯

⑧
鳥
人
後
者
烏
之
子
　
　
『
公
羊
侍
』
成
公
十
五
年
。
⑥
参
照
。

公　債　叔　公
成　季　子　叔　牙　子
季　友　友　　　　牙

公
孫
玄

叔
孫
戴
伯

○
1
-
-
季
孫
行
父

季
文
子
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田
　
醸
十
年
無
正
【
巳
下
敷
梁
偉
】

隠
十
年
無
正
者
、
以
無
其
月
之
事
而
不
書
、
非
有
意
削
之
也
。
穀
梁
以
鳥
隠
不

日
正
者
、
聖
兵
。
超
氏
日
、
宣
成
以
前
、
人
名
及
甲
子
多
不
具
、
者
史
閑
也
、

得
之
臭
。

隠
の
十
年
に
　
「
正
」
無
き
は
〔
①
〕
、
其
の
月
の
事
無
き
を
以
て
書
せ
ざ
る
に

て
、
意
有
り
て
之
を
削
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
穀
梁
〔
②
)
に
以
鳥
へ
ら
く

「
隙
は
自
ら
正
と
せ
ず
」
　
と
は
、
整
て
り
。
超
氏
〔
③
〕
の
　
「
宣
成
以
前
に
、

人
名
及
び
甲
子
の
具
は
ざ
る
も
の
多
き
は
、
曹
史
の
閑
な
り
」
　
と
日
ふ
は
、
之

を
得
た
り
。

①
隠
十
年
無
正
　
　
隠
公
在
位
十
一
年
間
に
、
「
元
年
、
春
王
正
月
」
　
の
一
年

を
除
い
て
　
「
正
月
」
　
の
記
述
が
無
い
こ
と
を
指
す
。

②
穀
染
　
　
『
穀
梁
伝
』
隠
公
十
一
年
の
条
に
　
「
隠
十
年
無
正
、
隠
不
日
正
也
。

元
年
有
正
、
所
以
正
隠
也
」
　
と
あ
る
。

③
超
氏
　
　
『
春
秋
集
侍
纂
例
』
巻
一
超
氏
損
益
義
の
条
。

田
　
戎
寂

荘
公
三
十
一
年
、
賓
侯
来
献
戎
捷
。
停
日
戎
寂
也
。
似
接
管
子
、
桓
公
北
伐
山

戒
、
得
冬
葱
及
戎
寂
、
布
之
天
下
、
両
島
之
説
。
桓
公
以
戎
捷
奪
示
諸
侯
、
生

徒
一
戎
寂
哉
。
且
生
民
之
詩
日
、
就
之
荏
萩
、
荏
寂
施
療
、
侍
日
、
荏
寂
戎
萩

也
、
爾
雅
、
戎
寂
謂
之
荏
寂
【
亦
作
茂
萩
。
列
子
、
北
宮
子
既
蹄
、
進
其
茂
寂
、
有

楕
梁
之
味
。
】
、
則
自
后
穫
之
生
而
巳
菰
之
、
不
待
桓
公
而
始
布
臭
。

荘
公
三
十
一
年
〔
①
〕
　
「
寮
侯
来
た
り
て
戎
捷
を
戯
ず
」
。
侍
に
日
は
く
「
戎

寂
な
り
」
と
は
、
管
子
〔
②
〕
の
　
「
桓
公
北
の
か
た
山
戒
を
伐
ち
、
冬
葱
及
び

戎
萩
を
得
、
之
を
天
下
に
布
す
」
　
に
接
り
て
之
が
説
を
鳥
す
に
似
た
り
。
桓
公

ほ
戎
捷
を
以
て
諸
侯
に
香
示
せ
る
に
て
、
豊
に
徒
だ
に
一
戎
萩
の
み
な
ら
ん
や
。

且
つ
生
民
の
詩
〔
③
〕
に
　
「
之
が
荏
萩
を
菰
う
れ
ば
、
荏
長
旅
旛
」
　
と
日
ひ
、

侍
に
　
「
荏
萩
は
戎
萩
な
り
」
　
と
日
ひ
、
爾
雅
〔
◎
〕
　
「
戎
茂
之
を
荏
萩
と
謂

ふ
」
　
【
亦
た
「
茂
萩
」
に
作
る
。
列
子
〔
⑤
〕
に
「
北
宮
子
既
に
蹄
り
、
其
の
茂
寂
を
進

む
る
に
、
楕
梁
の
味
有
り
」
と
。
】
と
あ
れ
ば
、
則
ち
后
稜
の
生
ま
る
る
よ
り
し
て

巳
に
之
を
菰
う
る
に
て
、
桓
公
を
待
ち
て
始
め
て
布
せ
ざ
る
な
り
。

①
荘
公
三
十
一
年
　
　
荘
公
三
十
一
年
経
「
六
月
、
奔
侯
乗
厳
戒
捷
」
　
の
『
穀

梁
伝
』
に
「
賓
侯
来
猷
戎
捷
者
、
内
賓
侯
也
。
不
言
使
、
内
典
同
、
不
言

使
也
。
猷
戎
撞
。
軍
得
日
捷
。
戎
寂
也
」
と
あ
る
。

②
管
子
　
　
『
管
子
』
戒
篇
。

③
生
民
之
詩
　
　
『
毛
詩
』
大
雅
生
民
篇
。
「
菰
之
荏
萩
、
荏
叢
席
旛
」
、
毛

侍
に
　
「
荏
寂
戎
萩
也
。
旛
旛
然
長
也
」
、
鄭
玄
箋
に
　
「
茹
猶
樹
也
。
荏
萩

大
豆
也
」
　
と
あ
る
。

④
爾
雅
　
　
『
爾
雅
』
繹
草
。

④
列
子
　
　
『
列
子
』
力
命
篇
。

[
補
説
]
『
穀
染
伝
疏
』
に
お
い
て
も
、
す
で
に
　
「
戎
寂
な
り
」
　
に
疑
問
を
呈

し
、
「
戎
捷
」
　
を
　
「
戒
の
捕
虜
」
　
の
意
と
す
る
説
を
並
記
し
て
い
る
。

「
戎
寂
也
」
　
者
、
酋
解
謂
順
経
意
而
惜
脅
侯
、
故
停
依
違
其
文
、
梓
之
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鳥
「
萩
」
。
其
安
来
是
中
國
、
故
捷
不
繋
國
。
戎
是
夷
秋
、
故
繋
之
戎

也
。
案
管
子
云
　
「
出
戎
萩
及
冬
葱
、
.
布
之
天
下
」
、
則
以
「
戎
」
烏
豆

也
。
故
徐
逸
云
「
今
之
胡
豆
也
。
酋
解
以
鳥
依
違
其
文
、
恐
失
停
旨
」
。

億
二
十
一
年
俸
云
　
「
其
不
日
宋
捷
、
何
也
。
不
興
楚
捷
干
宋
也
」
。
苑

云
　
「
接
荘
三
十
一
年
脅
侯
来
厳
戒
捷
」
。
接
彼
侍
及
注
意
、
則
似
不
以

「
戎
」
鳥
豆
。
今
疑
不
敢
正
、
故
両
載
之
。

田
　
隕
石
干
宋
五

公
穀
二
停
相
侍
受
之
子
夏
。
其
宏
綱
大
指
得
聖
人
之
深
意
者
、
凡
数
十
條
。
然

而
奔
魯
之
間
人
目
鳥
師
、
窮
郷
多
異
、
曲
學
多
群
、
其
穿
整
以
誤
後
人
者
、
亦

不
少
臭
。
且
如
隕
石
干
宋
五
、
六
親
【
左
氏
公
羊
作
鶴
】
退
飛
過
宋
都
、
此
臨

文
之
不
得
不
然
、
非
史
云
玉
石
而
夫
子
改
之
石
五
、
史
云
観
六
而
夫
子
改
之
六

観
也
。
穀
染
子
日
、
隕
石
干
宋
五
、
後
数
、
散
辞
也
。
六
親
退
飛
過
宋
都
、
先

敷
、
衆
辞
也
。
天
下
之
達
道
五
、
所
以
行
之
者
三
、
其
散
辞
乎
。
凡
鳥
天
下
国

家
有
九
経
、
其
衆
辞
平
。
初
九
滑
龍
、
後
九
也
。
九
二
見
寵
、
先
九
也
。
世
未

有
島
之
説
者
也
。

石
無
知
故
口
之
。
然
則
梁
山
崩
不
日
何
也
。
鶴
微
有
知
之
物
故
月
之
。
然
則
有

鶴
鶴
来
巣
不
月
何
也
。
夫
月
日
之
有
無
、
其
文
則
史
也
。
故
劉
傲
謂
言
是
月
者
、

宋
不
告
日
、
嫌
奥
隕
石
同
日
、
書
是
月
以
別
之
也
。

公
・
穀
の
二
侍
〔
①
)
は
之
を
子
夏
に
受
く
と
相
ひ
侍
ふ
。
其
の
宏
綱
・
大

指
、
聖
人
の
深
意
を
得
た
る
者
、
凡
そ
数
十
條
あ
り
。
然
り
而
し
て
齋
魯
の
間

に
て
は
、
人
自
ら
師
と
焦
り
て
、
窮
郷
に
異
多
く
、
曲
學
は
辞
多
く
〔
②
〕
、
其

た
と

の
穿
聖
し
て
以
て
後
人
を
誤
る
者
も
、
亦
た
少
な
か
ら
ず
。
且
如
へ
ば
　
「
采
に

げ
き

隕
石
あ
り
五
、
六
観
【
左
氏
・
公
羊
は
「
鶴
」
に
作
る
】
退
き
飛
び
て
宋
都
を
過

ぐ
〔
③
〕
」
は
、
此
れ
文
に
臨
む
の
然
ら
ざ
る
を
得
l
ざ
る
も
の
に
て
、
史
の
「
玉

石
」
と
云
ヘ
ビ
も
而
も
夫
子
之
を
「
石
五
」
に
改
め
、
史
の
　
「
観
六
」
と
云
ヘ

ビ
も
肩
も
夫
子
之
を
「
六
親
」
に
改
む
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
穀
梁
子
〔
④
〕

日
は
く
「
采
に
隕
石
あ
り
玉
に
、
数
を
後
に
す
る
は
散
辟
な
り
。
六
観
退
き
飛

び
て
宋
都
を
過
ぐ
る
に
、
数
を
先
に
す
る
は
衆
辞
な
り
」
と
。
「
天
下
の
遠
道

は
五
、
之
を
行
ふ
所
以
の
者
は
三
〔
⑤
〕
」
と
は
、
其
れ
散
辞
な
る
か
。
「
凡
そ

を
さ
し

天
下
國
家
を
烏
む
る
に
九
経
有
り
〔
⑥
〕
」
と
は
、
其
れ
衆
辞
な
る
か
。
「
初
九

潜
龍
〔
⑦
〕
」
は
九
を
後
に
す
る
な
り
り
　
「
九
二
見
龍
〔
⑧
〕
」
　
は
九
を
先
に
す
る

な
り
。
世
に
未
だ
之
が
説
を
烏
す
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

「
石
に
は
知
無
き
が
故
に
之
に
目
す
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
「
梁
山
崩
ず
〔
⑨
ご

に
目
せ
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
「
鶴
は
微
か
に
知
有
る
の
物
な
る
が
故
に
之
に
月

く

よ

く

す
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
　
「
鶴
鶴
来
た
り
て
巣
く
ふ
有
り
〔
⑩
〕
」
　
に
月
せ
ざ
る
は

何
ぞ
や
。
夫
れ
月
・
日
の
有
無
は
、
「
其
の
文
は
則
ち
史
〔
⑪
ご
な
り
。
故
に

劉
倣
〔
⑫
〕
謂
ふ
　
「
『
是
の
月
』
と
言
ふ
は
、
采
、
日
を
告
げ
ざ
れ
ば
、
隕
石
と

同
日
な
る
に
嫌
ひ
あ
り
。
『
是
の
月
』
と
書
し
て
以
て
之
を
別
か
つ
な
り
」
と
。

①
公
穀
二
侍
　
　
『
公
羊
侍
』
が
子
夏
か
ら
伝
わ
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
は
、

後
漠
の
載
宏
『
解
疑
論
』
(
『
公
羊
疏
』
所
引
)
　
に
始
ま
り
、
『
穀
梁
伝
』
が

子
夏
か
ら
伝
わ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
は
、
後
漢
の
應
勒
『
風
俗
通
義
』

(
『
経
典
搾
文
』
所
引
)
　
が
そ
の
早
い
時
期
も
の
で
あ
る
。

②
窮
郷
多
異
、
曲
學
多
群
　
　
『
史
記
』
超
世
家
、
ま
た
『
戦
國
策
』
趨
策
に

見
え
る
。
僻
遠
の
地
に
は
異
な
っ
た
習
俗
が
多
く
、
曲
学
の
徒
は
多
弁
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
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③
宋
隕
石
…
宋
都
　
　
債
公
十
六
年
経
「
春
王
正
月
、
戊
申
朔
、
隕
石
干
末
、

玉
。
長
月
、
六
鶴
退
飛
、
過
宋
都
」
。

④
穀
梁
子
　
　
『
穀
梁
伝
』
倍
公
十
六
年
「
先
隕
而
後
石
何
也
。
隕
而
後
石
也
。

干
宋
、
四
寛
之
内
日
采
。
後
敷
、
散
辞
也
。
耳
治
也
。
是
月
者
、
決
不
日

而
月
也
。
六
鶴
退
飛
過
采
都
。
先
数
、
衆
辞
也
。
自
治
也
。
子
日
、
石
無

知
之
物
。
鑓
微
有
知
之
物
。
石
無
知
、
故
日
之
。
鶴
微
有
知
之
物
、
故
月

之
。
君
子
之
於
物
、
無
所
筍
而
巳
。
石
鶴
且
猶
痘
其
辞
。
而
況
於
人
乎
。

故
五
石
六
鑓
之
辞
不
設
、
則
王
道
不
克
臭
。
民
所
衆
目
都
」
。

⑤
天
下
之
達
道
…
者
三
　
　
『
穫
記
』
中
庸
。

⑥
凡
慮
天
下
国
家
有
九
脛
　
　
『
確
記
』
中
庸
。

⑦
初
九
潜
髄
　
　
『
周
易
』
乾
初
九
文
辞
。

⑧
九
二
見
龍
　
　
『
周
易
』
乾
九
二
文
辞
。

⑨
梁
山
崩
　
　
成
公
五
年
経
。

⑳
態
鶴
有
来
巣
　
　
昭
公
二
十
五
年
経
。

⑪
其
文
則
史
　
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
。
春
秋
経
文
が
史
官
の
記
録
基
づ
く
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

⑳
劉
傲
　
　
『
春
秋
権
衡
』
巻
十
六
穀
染
億
公
十
六
年
の
条
。
文
章
は
少
し
異

な
る
。
「
言
是
月
者
、
宋
不
告
日
、
嫌
五
石
島
一
1
日
、
故
分
別
之
耳
。
穀

梁
本
以
日
月
解
脛
、
因
此
以
誼
聖
人
、
欲
後
世
信
之
、
豊
賞
然
乎
」
。

匝
　
王
子
虎
卒

*
①

文
公
①
三
年
、
夏
五
月
、
王
子
虎
卒
。
左
氏
以
鳥
王
l
叔
文
公
者
、
是
也
。
而
穀

梁
以
鳥
叔
服
。
按
此
後
文
公
十
四
年
、
有
星
亨
入
干
北
斗
。
周
内
史
叔
服
日
、

不
出
七
年
、
来
賓
音
之
君
皆
終
死
乱
。
成
公
元
年
、
劉
康
公
伐
戒
。
叔
服
日
、

*
②

背
盟
而
欺
大
国
、
此
必
敗
。
明
叔
服
別
是
一
人
、
非
王
子
虎
②
也
【
胡
氏
仇
穀

染
之
誤
】
。
*
①
原
文
「
三
」
を
「
四
」
　
に
誤
る
。
原
拠
に
よ
り
　
「
三
」
　
に
改
め
る
。

*
②
集
釈
本
「
也
」
字
無
し
。
原
抄
本
に
よ
り
補
う
。

文
公
三
年
〔
①
〕
　
「
夏
、
五
月
、
王
子
虎
卒
す
」
。
左
氏
の
以
て
王
叔
文
公
と

ぜ

鳥
す
は
、
是
な
り
。
而
る
に
穀
梁
は
以
て
叔
服
と
鳥
す
。
按
ず
る
に
比
よ
り
後
、

・
も
.
と

文
公
十
四
年
〔
②
〕
　
「
星
亨
り
て
北
斗
に
入
る
有
り
」
　
て
、
周
の
内
史
叔
服
日
は

く
　
「
七
年
を
出
で
ず
し
て
、
宋
・
賓
・
音
の
君
皆
な
格
に
乱
に
死
せ
ん
と
す
」

と
。
成
公
元
年
〔
③
〕
、
劉
康
公
、
戒
を
伐
つ
。
叔
服
日
は
く
「
盟
に
背
き
て
大

國
を
欺
く
は
、
此
れ
必
ず
敗
れ
ん
」
　
と
。
明
ら
か
に
叔
服
は
別
に
是
れ
一
人
に

よ

し
て
、
王
子
虎
に
非
ざ
る
な
り
【
胡
氏
〔
④
〕
は
穀
梁
の
誤
に
仇
る
】
。

①
文
公
三
年
　
『
左
伝
』
に
は
「
夏
、
四
月
、
乙
亥
、
司
例
文
l
倒
卒
。
来
赴
、

弔
如
同
盟
。
種
也
」
、
『
穀
梁
伝
』
に
は
「
副
胞
也
。
此
不
卒
者
也
。
何

以
卒
之
。
以
其
爽
合
葬
我
卒
之
也
。
或
日
、
以
其
嘗
執
重
以
守
也
」
　
と
あ

る
。

②
文
公
十
四
年
　
　
文
公
十
四
年
　
「
秋
七
月
、
有
星
李
入
干
北
斗
」
　
の
『
左

伝
』
に
「
有
星
学
入
干
北
斗
。
周
内
史
珂
胴
日
、
不
出
七
年
、
末
、
斉
、

晋
之
君
皆
絡
死
乱
」
　
と
あ
る
。

③
成
公
元
年
　
　
『
左
伝
』
成
公
元
年
に
　
「
春
、
音
侯
使
暇
嘉
平
戎
干
王
。
畢

嚢
公
如
音
拝
成
。
劉
康
公
微
戒
、
絡
遂
伐
之
。
剖
脱
臼
『
背
盟
而
欺
大
國
、

此
必
敗
。
背
盟
不
祥
、
欺
大
國
不
義
。
神
人
弗
助
、
終
何
以
勝
』
。
不
聴
、

遂
伐
茅
戎
。
三
月
、
発
未
、
敗
績
干
徐
喜
氏
。
秋
、
王
入
来
告
敗
」
　
と
あ
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る
。

◎
胡
氏
　
　
『
春
秋
胡
氏
博
』
文
公
三
年
。

伍
　
穀
梁
日
誤
作
目

穀
梁
侍
宣
公
十
五
年
、
中
國
謹
日
、
卑
國
月
、
夷
秋
不
日
。
其
日
格
子
嬰
見
、

賢
也
。
疏
解
甚
迂
。
按
博
文
日
宇
誤
、
昔
作
其
日
滋
子
嬰
見
、
賢
也
。
【
書
皐

陶
誘
、
恩
自
賛
賛
喪
哉
、
呂
刑
、
今
爾
同
不
由
慰
日
勤
、
易
大
畜
九
三
、
日
閑
輿
衛
、
皆

昔
作
目
。
古
人
日
日
二
字
、
同
一
書
法
。
唯
自
若
之
日
、
上
豆
不
満
、
輿
日
宇
異
耳
。
故

陸
氏
搾
文
、
於
九
経
中
退
二
字
可
疑
者
、
即
加
音
切
。
又
有
一
字
而
両
頭
者
。
如
詩
宜
不

日
戒
、
日
音
越
、
又
人
栗
反
。
目
盛
改
歳
、
日
殺
業
羊
亦
然
。
自
古
経
師
所
侍
、
或
以
鳥

日
月
之
日
、
或
以
鳥
目
若
之
日
。
陸
氏
雨
存
、
而
以
其
音
別
之
。
毛
晃
以
鳥
一
字
雨
音
、

而
駁
其
失
、
誤
臭
。
○
史
記
秦
始
皇
本
紀
賛
、
而
以
貴
一
日
之
孤
、
正
義
日
、
自
書

厨。】穀
染
侍
宣
公
十
五
年
〔
①
〕
に
「
中
國
は
謹
み
て
目
し
、
卑
国
は
月
し
、
夷
秋
は

目
せ
ず
。
其
の
満
子
嬰
兄
と
日
ふ
は
、
賢
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
り
。
疏
解
〔
②
〕

は
甚
だ
迂
な
り
。
按
ず
る
に
博
文
の
　
「
日
」
字
は
誤
り
に
て
、
昔
に
　
「
其
の
満

子
嬰
兄
に
日
す
る
は
、
賢
な
れ
ば
な
り
」
　
に
作
る
べ
し
。
【
書
の
皐
陶
誤
の
「
思

日
賛
賛
襲
哉
」
〔
③
〕
、
呂
刑
の
　
「
今
爾
岡
不
由
慰
日
勤
〔
④
こ
、
易
の
大
畜
の
九
三
の

「
日
閑
輿
衛
〔
⑤
〕
」
は
、
皆
な
昔
に
「
日
」
に
作
る
べ
し
。
古
人
は
「
日
」
・
「
日
」
　
の

二
字
は
、
同
一
の
書
法
な
り
。
唯
だ
「
自
若
〔
⑥
〕
」
　
の
　
「
日
」
は
、
上
宝
満
た
ざ
る
を
、

r
日
」
字
と
の
異
と
す
る
の
み
。
故
に
陸
氏
梓
文
は
九
経
中
に
於
て
二
字
の
疑
ふ
べ
き
者

に
過
へ
ば
、
即
ち
音
切
を
加
ふ
。
又
た
一
字
に
し
て
両
讃
す
る
者
有
り
。
如
へ
ば
詩
の

r
堂
不
日
戒
【
⑦
ご
に
は
、
「
日
の
音
は
越
、
又
た
人
栗
の
反
」
、
「
日
馬
改
歳
〔
⑧
〕
」
、

「
自
殺
薫
羊
〔
⑨
ご
も
亦
た
然
り
。
古
よ
り
経
師
の
侍
ふ
る
所
、
或
は
以
て
日
月
の

「
日
」
と
焦
し
、
或
は
以
て
自
若
の
　
「
日
」
と
鳥
す
。
陸
氏
は
両
存
し
て
其
の
音
を
以
て

之
を
別
つ
。
毛
晃
〔
⑳
〕
は
以
て
　
「
一
字
雨
音
」
と
鳥
し
て
、
其
の
矢
を
駁
す
る
は
、
誤

れ
り
。
○
史
記
秦
始
皇
本
紀
賛
〔
⑪
〕
　
の
　
「
而
以
責
一
日
之
孤
」
　
の
正
義
に
日
は
く
「
日

の
音
は
肺
」
と
。
】

①
穀
染
侍
宣
公
十
五
年
　
　
宣
公
十
五
年
経
「
六
月
契
卯
、
曹
師
減
赤
秋
薗
氏
、

以
瀞
子
嬰
見
蹄
」
　
の
『
穀
梁
伝
』
に
「
滅
國
有
三
術
。
中
國
、
謹
日
。
卑

園
、
月
。
夷
秋
、
不
日
。
其
日
満
子
嬰
見
、
賢
也
」
と
あ
る
。

②
疏
解
　
　
楊
士
助
『
穀
染
疏
』
に
「
書
目
復
稀
名
者
、
書
目
以
表
其
賢
、
書

名
以
見
滅
囲
、
所
謂
善
悪
両
學
也
」
と
あ
る
。

③
書
皐
陶
譲
思
日
貸
費
襲
哉
　
　
『
尚
書
』
皐
陶
謀
。
院
刻
本
で
は
「
日
〕
字
。

偽
孔
伝
・
正
義
と
も
に
　
「
日
」
字
で
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
葉
侍
で
は
す

で
に
顧
氏
に
先
立
ち
、
「
思
日
之
日
、
昔
作
目
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
な

お
偽
孔
伝
の
訓
み
で
は
　
「
思
」
字
は
上
に
属
す
る
。

④
呂
刑
今
爾
岡
不
由
慰
日
勤
　
　
『
尚
書
』
呂
刑
。
院
刻
本
で
は
「
目
」
字
。

院
校
に
は
「
孔
本
本
作
日
宇
、
今
定
作
日
日
。
唐
石
経
作
目
非
也
」
と
す

る
。
な
お
通
志
堂
経
解
本
『
繹
文
』
に
は
　
「
日
勤
、
上
人
質
反
、
一
昔

日
」
　
と
あ
る
。

⑤
易
大
畜
九
三
日
閑
輿
衛
　
　
『
周
易
』
大
畜
九
三
文
辞
。
阪
刻
本
で
は

「
日
」
字
。
『
繹
文
』
に
「
日
普
越
。
劉
云
、
日
猶
言
也
。
鄭
入
賞
反
、

云
自
習
車
徒
」
と
あ
る
。
院
校
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
按
、
入
賞
反
則
富

岳
日
月
字
」
と
い
う
。
な
お
朱
子
『
本
義
』
に
は
す
で
に
「
自
首
烏
日
月

之
日
」
　
と
い
い
、
さ
ら
に
こ
れ
は
『
程
侍
』
に
基
づ
く
も
の
。
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⑥
日
若
　
　
『
尚
書
』
に
多
出
す
る
。

⑦
詩
堂
不
日
戒
　
　
『
毛
詩
』
小
雅
采
薇
篇
。
院
刻
本
で
は
「
日
」
字
。
『
梓

文
』
に
は
「
日
成
　
音
越
、
又
人
栗
反
」
と
あ
る
。
阪
校
は
「
唐
石
経
初

刻
日
、
後
改
日
。
…
箋
意
是
日
宇
」
　
と
い
う
。

⑧
日
鳥
改
歳
　
　
『
毛
詩
』
幽
風
七
月
篇
。
阪
刻
本
で
は
「
日
」
字
。
『
稲

文
』
に
は
「
日
鳥
　
上
音
越
、
下
千
個
反
、
一
説
上
而
賓
反
、
下
如
字
、

漢
書
作
車
馬
」
と
あ
る
。

⑨
自
殺
煮
羊
　
　
『
毛
詩
』
幽
風
七
月
篇
。
院
刻
本
で
は
　
「
日
」
字
。
『
繹

文
』
に
は
　
「
音
越
、
成
人
賓
反
、
非
」
　
と
あ
る
。

⑳
毛
晃
　
　
末
の
毛
晃
。
『
増
修
互
注
穏
部
韻
略
』
　
の
毛
晃
「
増
注
」
　
の

「
日
」
字
の
項
。

⑪
史
記
秦
始
皇
本
紀
賛
　
　
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
賛
。
『
正
義
』
に

「
日
音
節
。
一
日
之
孤
謂
子
嬰
」
　
と
あ
る
。

[
補
説
]
ち
な
み
に
『
穀
梁
伝
』
の
　
「
其
日
藤
子
嬰
兄
、
賢
也
」
　
に
つ
い
て
、

阪
校
に
は
　
「
憲
棟
云
自
首
鳥
目
」
　
と
い
う
。

(完)
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